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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１時点での取得指示に対応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数
・細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の
観察結果を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索
用タグ付き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前
記観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユー
ザ識別情報を示すタグ、前記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するため
の情報であって当該細胞の継代数を少なくとも含む細胞識別情報を示すタグ、前記観察情
報を取得した日時を識別するための日時情報を示すタグ、前記ユーザによる前記観察情報
における観察対象となっている細胞のメンテナンスのための作業に関する情報であって当
該細胞に対する継代作業の有無を示す継代有無情報を含む情報を示すタグ、前記観察情報
を取得するために用いた装置を識別するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での前
記観察情報に含まれる細胞の活性度データの変化量である活性度データの変化情報を示す
タグ及び前記観察情報に含まれる細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも当該
細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情
報を示すタグを含むタグからなるタグセットを取得するタグ取得部と、
　各時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察
情報に対して、前記タグ取得部により取得された当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細
胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットを検
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索用タグとして付与し、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存
する保存部と、
　を備えた細胞観察情報処理システムであって、
　前記タグ取得部は、
　第１の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された第１の
前記観察情報に対して付与すべき第１のタグセットの取得に際しては、ユーザによる当該
細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情
報を示すタグを含むタグセットの入力を受け付け、該受け付けたタグセットを第１のタグ
セットとして取得し、
　第ｎ（ｎは２以上の整数）の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介
して取得された第ｎの前記観察情報に対して付与すべき第ｎのタグセットの取得に際して
は、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の前記観察情報に付与された第ｎ－１の前記検
索用タグに含まれる当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示す
タグ、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の前記検索用タグ付き観察情報に含まれる当
該細胞の継代数を示すタグと当該細胞の活性度データを示すタグ、第ｎの前記観察情報に
含まれる当該細胞の活性度データと第ｎ－１の前記検索用タグに含まれる当該細胞の継代
数を示すタグの少なくともいずれかに基づき、第ｎの前記観察情報に付与すべき第ｎのタ
グセットの候補となる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当
該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含む候補タグセットを自動的に取得又は生成し
、該自動的に取得又は生成した前記候補タグセットから他のタグセットへの変更について
のユーザによる指示を受け付け、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユ
ーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に取得又は生成した前記候
補タグセットを第ｎのタグセットとして取得し、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、ユー
ザによる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対す
る継代有無情報を示すタグを含む他のタグセットの入力を受け付け、該受け付けた他のタ
グセットを第ｎのタグセットとして取得することを特徴とする細胞観察情報処理システム
。
【請求項２】
　請求項１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部は、第ｎ－１（ｎは２以上の整数）の前記検索用タグ、第ｎ－１の前記
検索用タグ付き観察情報、第ｎの前記観察情報の少なくともいずれかに基づき、第ｎの前
記観察情報に付与すべき前記候補タグセットを自動的に取得又は生成する候補タグセット
自動取得・生成部と、
　前記候補タグセット自動取得・生成部により自動的に取得又は生成された前記候補タグ
セットを提示部に出力する候補タグセット出力部と、
　前記提示部に表示されている前記候補タグセットから他のタグセットへの変更について
のユーザによる指示を受け付ける変更指示受付部と、
　ユーザによるタグセットの入力を受け付ける入力タグセット受付部と、
　前記候補タグセット自動取得・生成部、前記候補タグセット出力部、前記変更指示受付
部、前記入力タグセット受付部の作動を制御するタグ取得制御部
　を有し、
　前記タグ取得制御部は、
　第１の前記観察情報に対して付与すべき第１のタグセットの取得に際しては、前記入力
タグセット受付部を作動させて、該入力タグセット受付部が受け付けたタグセットを第１
のタグセットとして取得し、
　第ｎ（ｎは２以上の整数）の前記観察情報に対して付与すべき第ｎのタグセットの取得
に際しては、前記候補タグセット自動取得・生成部を作動させて、第ｎの前記観察情報に
付与すべき前記候補タグセットを自動的に取得又は生成させ、
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　前記候補タグセット出力部を作動させて、前記候補タグセットを前記提示部に出力させ
るとともに、前記変更指示受付部を作動させて、前記候補タグセットから他のタグセット
への変更についてのユーザによる指示を受け付け可能とし、
　前記変更指示受付部がユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を
受けないときには、前記入力タグセット受付部を作動させず、前記候補タグセット自動取
得・生成部により自動的に取得又は生成された前記候補タグセットを第ｎのタグセットと
して取得し、
　前記変更指示受付部がユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を
受けたときには、前記入力タグセット受付部を作動させて、該入力タグセット受付部が受
け付けた他のタグセットを第ｎのタグセットとして取得することを特徴とする細胞観察情
報処理システム。
【請求項３】
　請求項１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部は、第ｎ（ｎは２以上の整数）以降の夫々の観察時点に対応して前記観
察情報取得部を介して順次取得された夫々の前記観察情報に対して付与すべき夫々のタグ
セットの取得に際しては、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示
を受けるまで、ユーザによるタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に取得又は生
成した前記候補タグセットを夫々の観察時点のタグセットとして取得し続け、
　前記保存部は、前記観察情報取得部により順次取得された夫々の前記観察情報に対して
、前記タグ取得部により取得された夫々の観察時点のタグセットを検索用タグとして付与
することを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項４】
　請求項３に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部は、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受
けたときには、ユーザによるタグセットの入力を受け付け、該受け付けたタグセットを所
定の観察時点のタグセットとして取得し、
　前記保存部は、前記所定の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介し
て取得された前記観察情報に対して、前記タグ取得部により取得された所定の観察時点の
タグセットを検索用タグとして付与することを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項５】
　請求項１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部は、第ｎ（ｎは２以上の整数）以降の観察時点に対応して前記観察情報
取得部を介して順次取得された夫々の前記観察情報に対して付与すべき夫々のタグセット
の取得に際し、前記自動的に取得又は生成した前記候補タグセットを提示部に出力する候
補タグセット出力部を備え、前記提示部により提示された前記候補タグセットを参照した
ユーザによる、該候補タグセットから他のタグセットへの変更についての指示を受け付け
ることを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項６】
　請求項１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記保存部は、各観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して順次取
得された夫々の前記観察情報に対して、前記タグ取得部により取得された夫々のタグセッ
トを検索用タグとして順次付与し、該検索用タグを付与した夫々の検索用タグ付き観察情
報を前記記録部に順次保存することを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項７】
　請求項１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記保存部は、第ｎ（ｎは２以上の整数）以降の複数の観察時点での取得指示に対応し
て前記観察情報取得部を介して取得された複数の前記観察情報に対して、前記タグ取得部
により取得された夫々のタグセットを検索用タグとして一括して付与し、該検索用タグを
付与した複数の検索用タグ付き観察情報を前記記録部に一括して保存することを特徴とす
る細胞観察情報処理システム。
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【請求項８】
　請求項７に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部は、前記保存部が前記第ｎ（ｎは２以上の整数）以降の複数の観察時点
における複数の前記観察情報に対して夫々のタグセットを検索用タグとして一括して付与
する前に、夫々の前記観察情報に付与すべき夫々のタグセットの候補となる複数の候補タ
グセットを提示部に一括して出力する、候補タグセット一括出力部を備え、前記提示部に
より一括提示された複数の前記候補タグセットを参照したユーザによる、所定の前記候補
タグセットから他のタグセットへの変更についての指示を受け付けることを特徴とする細
胞観察情報処理システム。
【請求項９】
　請求項１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグセットは、さらに、観察時点ごとの取得指示に対応して前記観察情報取得部を
介して取得された夫々の前記観察情報に対し付与すべき検索用タグとして、ユーザによる
入力の必要性が高い毎回入力タグを含み、
　前記タグ取得部は、前記第ｎの観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を
介して取得された前記第ｎの前記観察情報に対して付与すべき前記第ｎのタグセットの取
得に際して、ユーザによる前記毎回入力タグの入力を受け付け、該受け付けた前記毎回入
力タグを前記第ｎのタグセットの一部として取得することを特徴とする細胞観察情報処理
システム。
【請求項１０】
　請求項９に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記毎回入力タグは、コメント情報を示すタグであることを特徴とする細胞観察情報処
理システム。
【請求項１１】
　請求項９に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグセットは、さらに、前記毎回入力タグと比較して、前記観察時点ごとの取得指
示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察情報に対し付与すべ
き検索用タグとして、ユーザによる入力の必要性が低い非毎回入力タグを含み、
　前記タグ取得部は、前記第ｎの観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を
介して取得された前記第ｎの前記観察情報に対して付与すべき前記第ｎのタグセットの取
得に際して、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないと
きには、ユーザによる前記非毎回入力タグの入力を受け付けずに、前記自動的に取得又は
生成した前記候補タグセットに含まれる前記非毎回入力タグを前記第ｎのタグセットの一
部として取得することを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記非毎回入力タグは、前記観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行う
ユーザを識別するためのユーザ識別情報を示すタグ、前記観察情報における観察対象とな
っている細胞を識別するための情報であって当該細胞の継代数を少なくとも含む細胞識別
情報を示すタグ又は前記観察情報を取得するために用いた装置を識別するための装置識別
情報を示すタグを含むことを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記細胞識別情報は、細胞名、細胞種、継代数又は親株もしくは子株であることを識別
するための細胞レベル情報であることを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項１４】
　請求項１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部は、前記第ｎ－１の観察時点の観察情報に付与された前記第ｎ－１のタ
グセットを、前記候補タグセットとして自動的に取得することを特徴とする細胞観察情報
処理システム。



(5) JP 6480668 B2 2019.3.13

10

20

30

40

50

【請求項１５】
　１時点での取得指示に対応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数
・細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の
観察結果を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索
用タグ付き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前
記観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユー
ザ識別情報を示すタグ、前記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するため
の細胞識別情報を示すタグ、前記観察情報を取得した日時を識別するための日時情報を示
すタグ、前記ユーザによる前記観察情報における観察対象となっている細胞のメンテナン
スのための作業に関する情報を示すタグ、前記観察情報を取得するために用いた装置を識
別するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での前記観察情報に含まれる細胞の活性
度データの変化量である活性度データの変化情報を示すタグ及び前記観察情報に含まれる
細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも一つ以上のタグからなるタグセットを
取得するタグ取得部と、
　各時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察
情報に対して、前記タグ取得部により取得された前記タグセットを検索用タグとして付与
し、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存する保存部と、
　を備えた細胞観察情報処理システムであって、
　前記タグ取得部は、
　第ｍ（ｍは１以上の整数）の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部によ
り取得された第ｍの観察情報に含まれる前記細胞の画像に基づき、第ｍの前記観察情報に
付与すべき第ｍのタグセットの候補となる候補タグセットを自動的に生成し、該自動的に
生成した前記候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を
受け付け、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユ
ーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に生成した前記候補タグセ
ットを第ｍのタグセットとして取得し、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、ユー
ザによる他のタグセットの入力を受け付け、該受け付けた他のタグセットを第ｍのタグセ
ットとして取得することを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部は、第ｍ（ｍは１以上の整数）の前記観察情報に含まれる前記細胞の画
像に基づき、第ｍの前記観察情報に付与すべき第ｍのタグセットの候補となる候補タグセ
ットを自動的に生成する候補タグセット自動取得・生成部と、
　前記候補タグセット自動取得・生成部により自動的に生成された前記候補タグセットを
提示部に出力する候補タグセット出力部と、
　前記提示部に表示されている前記候補タグセットから他のタグセットへの変更について
のユーザによる指示を受け付ける変更指示受付部と、
　ユーザによるタグセットの入力を受け付ける入力タグセット受付部と、
　前記候補タグセット自動取得・生成部、前記候補タグセット出力部、前記変更指示受付
部、前記入力タグセット受付部の作動を制御するタグ取得制御部
　を有し、
　前記タグ取得制御部は、
　前記候補タグセット自動取得・生成部を作動させて、第ｍの前記観察情報に付与すべき
前記候補タグセットを自動的に生成させ、
　前記候補タグセット出力部を作動させて、前記候補タグセットを前記提示部に出力させ
るとともに、前記変更指示受付部を作動させて、前記候補タグセットから他のタグセット
への変更についてのユーザによる指示を受け付け可能とし、
　前記変更指示受付部がユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を
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受けないときには、前記入力タグセット受付部を作動させず、前記候補タグセット自動取
得・生成部により自動的に生成された前記候補タグセットを第ｍのタグセットとして取得
し、
　前記変更指示受付部がユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を
受けたときには、前記入力タグセット受付部を作動させて、該入力タグセット受付部が受
け付けた他のタグセットを第ｍのタグセットとして取得することを特徴とする細胞観察情
報処理システム。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部は、夫々の観察時点に対応して前記観察情報取得部を介して順次取得さ
れた夫々の前記観察情報に対して付与すべき夫々のタグセットの取得に際しては、ユーザ
による他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けるまで、ユーザによるタグ
セットの入力を受け付けずに、前記自動的に生成した前記候補タグセットを夫々の観察時
点のタグセットとして取得し続け、
　前記保存部は、前記観察情報取得部により順次取得された夫々の前記観察情報に対して
、前記タグ取得部により取得された夫々の観察時点のタグセットを検索用タグとして付与
することを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項１８】
　請求項１５に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部は、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受
けたときには、ユーザによるタグセットの入力を受け付け、該受け付けたタグセットを所
定の観察時点のタグセットとして取得し、
　前記保存部は、前記所定の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介し
て取得された前記観察情報に対して、前記タグ取得部により取得された所定の観察時点の
タグセットを検索用タグとして付与することを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項１９】
　請求項１５に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部は、夫々の観察時点に対応して前記観察情報取得部を介して順次取得さ
れた夫々の前記観察情報に対して付与すべき夫々のタグセットの取得に際し、前記自動的
に生成した前記候補タグセットを提示部に出力する候補タグセット出力部を備え、前記提
示部により提示された前記候補タグセットを参照したユーザによる、該候補タグセットか
ら他のタグセットへの変更についての指示を受け付けることを特徴とする細胞観察情報処
理システム。
【請求項２０】
　請求項１５に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記保存部は、各観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して順次取
得された夫々の前記観察情報に対して、前記タグ取得部により取得された夫々のタグセッ
トを検索用タグとして順次付与し、該検索用タグを付与した夫々の検索用タグ付き観察情
報を前記記録部に順次保存することを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項２１】
　請求項１５に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記保存部は、複数の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部により取得
された複数の前記観察情報に対して、前記タグ取得部により取得された夫々のタグセット
を検索用タグとして一括して付与し、前記検索用タグを付与した複数の検索用タグ付き観
察情報を前記記録部に一括して保存することを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部は、前記保存部が前記複数の観察時点における複数の前記観察情報に対
して夫々のタグセットを検索用タグとして一括して付与する前に、夫々の前記観察情報に
付与すべき夫々のタグセットの候補となる複数の候補タグセットを前記提示部に一括して
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出力する、候補タグセット一括出力部を備え、前記提示部により一括提示された複数の前
記候補タグセットを参照したユーザによる、所定の前記候補タグセットから他のタグセッ
トへの変更についての指示を受け付けることを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項２３】
　請求項１５に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグセットは、さらに、観察時点ごとの取得指示に対応して前記観察情報取得部を
介して取得された夫々の前記観察情報に対し付与すべき検索用タグとして、ユーザによる
入力の必要性が高い毎回入力タグを含み、
　前記タグ取得部は、前記第ｍの観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を
介して取得された前記第ｍの前記観察情報に対して付与すべき前記第ｍのタグセットの取
得に際して、ユーザによる前記毎回入力タグの入力を受け付け、該受け付けた前記毎回入
力タグを前記第ｎのタグセットの一部として取得することを特徴とする細胞観察情報処理
システム。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記毎回入力タグは、コメント情報を示すタグであることを特徴とする細胞観察情報処
理システム。
【請求項２５】
　請求項２３に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグセットは、さらに、前記毎回入力タグと比較して、前記観察時点ごとの取得指
示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察情報に対し付与すべ
き検索用タグとして、ユーザによる入力の必要性が低い非毎回入力タグを含み、
　前記タグ取得部は、前記第ｍの観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を
介して取得された前記第ｍの前記観察情報に対して付与すべき前記第ｍのタグセットの取
得に際して、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないと
きには、ユーザによる前記非毎回入力タグの入力を受け付けずに、前記自動的に生成した
前記候補タグセットに含まれる前記非毎回入力タグを前記第ｍのタグセットの一部として
取得することを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記非毎回入力タグは、前記観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行う
ユーザを識別するためのユーザ識別情報を示すタグ、前記観察情報における観察対象とな
っている細胞を識別するための細胞識別情報を示すタグ又は前記観察情報を取得するため
に用いた装置を識別するための装置識別情報を示すタグを含むことを特徴とする細胞観察
情報処理システム。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記細胞識別情報は、細胞名、細胞種、継代数又は親株もしくは子株であることを識別
するための細胞レベル情報であることを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項２８】
　１時点での取得指示に対応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数
・細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の
観察結果を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索
用タグ付き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前
記観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユー
ザ識別情報を示すタグ、前記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するため
の情報であって当該細胞の継代数を少なくとも含む細胞識別情報を示すタグ、前記観察情
報を取得した日時を識別するための日時情報を示すタグ、前記ユーザによる前記観察情報
における観察対象となっている細胞のメンテナンスのための作業に関する情報であって当
該細胞に対する継代作業の有無を示す継代有無情報を含む情報を示すタグ、前記観察情報
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を取得するために用いた装置を識別するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での前
記観察情報に含まれる細胞の活性度データの変化量である活性度データの変化情報を示す
タグ及び前記観察情報に含まれる細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも当該
細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情
報を示すタグを含むタグからなるタグセットを取得するタグ取得段階と、
　各時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察
情報に対して、前記タグ取得部により取得された当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細
胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットを検
索用タグとして付与し、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存
する保存段階と、
　を備えた細胞情報観察処理方法であって、
　前記タグ取得段階においては、
　第１の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された第１の
前記観察情報に対して付与すべき第１のタグセットの取得に際しては、ユーザによる当該
細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情
報を示すタグを含むタグセットの入力を受け付け、該受け付けたタグセットを第１のタグ
セットとして取得し、
第ｎ（ｎは２以上の整数）の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介し
て取得された第ｎの前記観察情報に対して付与すべき第ｎのタグセットの取得に際しては
、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の前記観察情報に付与された第ｎ－１の前記検索
用タグに含まれる当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタ
グ、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の前記検索用タグ付き観察情報に含まれる当該
細胞の継代数を示すタグと当該細胞の活性度データ、第ｎの前記観察情報に含まれる当該
細胞の活性度データと第ｎ－１の前記検索用タグに含まれる当該細胞の継代数を示すタグ
の少なくともいずれかに基づき、第ｎの前記観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候
補となる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対す
る継代有無情報を示すタグを含む候補タグセットを自動的に取得又は生成し、該自動的に
取得又は生成した前記候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによ
る指示を受け付け、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユ
ーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に取得又は生成した前記候
補タグセットを第ｎのタグセットとして取得し、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、ユー
ザによる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対す
る継代有無情報を示すタグを含む他のタグセットの入力を受け付け、該受け付けた他のタ
グセットを第ｎのタグセットとして取得することを特徴とする細胞情報観察処理方法。
【請求項２９】
　１時点での取得指示に対応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数
・細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の
観察結果を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索
用タグ付き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前
記観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユー
ザ識別情報を示すタグ、前記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するため
の細胞識別情報を示すタグ、前記観察情報を取得した日時を識別するための日時情報を示
すタグ、前記ユーザによる前記観察情報における観察対象となっている細胞のメンテナン
スのための作業に関する情報を示すタグ、前記観察情報を取得するために用いた装置を識
別するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での前記観察情報に含まれる細胞の活性
度データの変化量である活性度データの変化情報を示すタグ及び前記観察情報に含まれる
細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも一つ以上のタグからなるタグセットを
取得するタグ取得段階と、
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　各時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察
情報に対して、前記タグ取得部により取得された前記タグセットを検索用タグとして付与
し、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存する保存段階と、
　を備えた細胞情報観察処理方法であって、
　前記タグ取得段階においては、
　第ｍ（ｍは１以上の整数）の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部によ
り取得された第ｍの観察情報に含まれる前記細胞の画像に基づき、第ｍの前記観察情報に
付与すべき第ｍのタグセットの候補となる候補タグセットを自動的に生成し、該自動的に
生成した前記候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を
受け付け、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユ
ーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に生成した前記候補タグセ
ットを第ｍのタグセットとして取得し、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、ユー
ザによる他のタグセットの入力を受け付け、該受け付けた他のタグセットを第ｍのタグセ
ットとして取得することを特徴とする細胞情報観察処理方法。
【請求項３０】
　コンピュータを、
  １時点での取得指示に対応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数
・細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の
観察結果を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索
用タグ付き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前
記観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユー
ザ識別情報を示すタグ、前記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するため
の情報であって当該細胞の継代数を少なくとも含む細胞識別情報を示すタグ、前記観察情
報を取得した日時を識別するための日時情報を示すタグ、前記ユーザによる前記観察情報
における観察対象となっている細胞のメンテナンスのための作業に関する情報であって当
該細胞に対する継代作業の有無を示す継代有無情報を含む情報を示すタグ、前記観察情報
を取得するために用いた装置を識別するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での前
記観察情報に含まれる細胞の活性度データの変化量である活性度データの変化情報を示す
タグ及び前記観察情報に含まれる細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも当該
細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情
報を示すタグを含むタグからなるタグセットを取得するタグ取得手段、
　各時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察
情報に対して、前記タグ取得部により取得された当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細
胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットを検
索用タグとして付与し、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存
する保存手段、
　として機能させるための細胞観察情報処理プログラムであって、
　前記タグ取得手段は、
　第１の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された第１の
前記観察情報に対して付与すべき第１のタグセットの取得に際しては、ユーザによる当該
細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情
報を示すタグを含むタグセットの入力を受け付け、該受け付けたタグセットを第１のタグ
セットとして取得し、
  第ｎ（ｎは２以上の整数）の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介
して取得された第ｎの前記観察情報に対して付与すべき第ｎのタグセットの取得に際して
は、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の前記検索用タグ付き観察情報に付与された第
ｎ－１の前記検索用タグに含まれる当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代
有無情報を示すタグ、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の前記検索用タグ付き観察情
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報に含まれる当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞の活性度データ、第ｎの前記観察情
報に含まれる当該細胞の活性度データと第ｎ－１の前記検索用タグに含まれる当該細胞の
継代数を示すタグの少なくともいずれかに基づき、第ｎの前記観察情報に付与すべき第ｎ
のタグセットの候補となる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグ
と当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含む候補タグセットを自動的に取得又は生
成し、該自動的に取得又は生成した前記候補タグセットから他のタグセットへの変更につ
いてのユーザによる指示を受け付け、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユ
ーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に取得又は生成した前記候
補タグセットを第ｎのタグセットとして取得し、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、ユー
ザによる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対す
る継代有無情報を示すタグを含む他のタグセットの入力を受け付け、該受け付けた他のタ
グセットを第ｎのタグセットとして取得することを特徴とする細胞観察情報処理プログラ
ム。
【請求項３１】
　コンピュータを、
　１時点での取得指示に対応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数
・細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の
観察結果を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索
用タグ付き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前
記観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユー
ザ識別情報を示すタグ、前記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するため
の細胞識別情報を示すタグ、前記観察情報を取得した日時を識別するための日時情報を示
すタグ、前記ユーザによる前記観察情報における観察対象となっている細胞のメンテナン
スのための作業に関する情報を示すタグ、前記観察情報を取得するために用いた装置を識
別するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での前記観察情報に含まれる細胞の活性
度データの変化量である活性度データの変化情報を示すタグ及び前記観察情報に含まれる
細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも一つ以上のタグからなるタグセットを
取得するタグ取得手段、
　各時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察
情報に対して、前記タグ取得部により取得された前記タグセットを検索用タグとして付与
し、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存する保存手段、
　として機能させるための細胞情報観察処理プログラムであって、
　前記タグ取得手段は、
　第ｍ（ｍは１以上の整数）の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部によ
り取得された第ｍの観察情報に含まれる前記細胞の画像に基づき、第ｍの前記観察情報に
付与すべき第ｍのタグセットの候補となる候補タグセットを自動的に生成し、該自動的に
生成した前記候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を
受け付け、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユ
ーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に生成した前記候補タグセ
ットを第ｍのタグセットとして取得し、
　ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、ユー
ザによる他のタグセットの入力を受け付け、該受け付けた他のタグセットを第ｍのタグセ
ットとして取得することを特徴とする細胞情報観察処理プログラム。
【請求項３２】
　請求項１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記記録部は、１以上の前記検索用タグ付き観察情報のレコードを有し、
　夫々の前記レコードは、各観察時点での細胞画像の撮像に対応して作成され、
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　１時点での細胞画像の撮像に対応する１つの観察情報と、前記観察情報を検索するため
の前記検索用タグとが互いに関連付けられていることを特徴とする細胞観察情報処理シス
テム。
【請求項３３】
　請求項１５に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記記録部は、１以上の前記検索用タグ付き観察情報のレコードを有し、
　夫々の前記レコードは、各観察時点での細胞画像の撮像に対応して作成され、
　１時点での細胞画像の撮像に対応する１つの観察情報と、前記観察情報を検索するため
の前記検索用タグとが互いに関連付けられていることを特徴とする細胞観察情報処理シス
テム。
【請求項３４】
　請求項１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　複数の装置を備え、
　前記複数の装置が、前記タグ取得部および前記保存部を、分散して設けていることを特
徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項３５】
　請求項１５に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　複数の装置を備え、
　前記複数の装置が、前記タグ取得部および前記保存部を、分散して設けていることを特
徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項３６】
　請求項１に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部により取得された前記第ｎのタグセットを提示部に出力するタグセット
出力部と、
　前記タグセット出力部により出力された前記第ｎのタグセットをユーザに提示する提示
部と、
　をさらに備えることを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【請求項３７】
　請求項１５に記載の細胞観察情報処理システムにおいて、
　前記タグ取得部により取得された前記第ｍのタグセットを提示部に出力するタグセット
出力部と、
　前記タグセット出力部により出力された前記第ｍのタグセットをユーザに提示する提示
部と、
　をさらに備えることを特徴とする細胞観察情報処理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体研究に用いる細胞の状態管理を、顕微鏡等の観察情報取得装置により取
得された細胞等の観察情報（画像及び活性度データ）を用いて行うための細胞観察情報処
理システム、細胞観察情報処理方法、細胞観察情報処理プログラム、細胞観察情報処理シ
ステムに備わる記録部、細胞観察情報処理システムに備わる装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　細胞を用いて実験・研究を行う分野においては、ユーザは日々細胞の培養を続けており
、顕微鏡等による細胞画像の観察を通じて、実験・研究に用いる細胞の状態管理を行なっ
ている。
【０００３】
　従来、細胞の状態は、培養容器内の細胞をユーザが顕微鏡を介して肉眼で観察すること
により行われてきた。そして、細胞の状態の変化は、ユーザの記憶や感覚に委ねられてい
た。しかし、ユーザの記憶や感覚に委ねるのでは、細胞の状態の長期的な変化を正確に把
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握することが出来ず、実験・研究の精度を高めることが出来ない。細胞の状態の長期的な
変化を正確に把握するには、各時点での細胞の観察情報をデータベース化して検索できる
ようにすることが必要である。
【０００４】
　また、実験・研究に用いる細胞の状態管理を行うために各時点での細胞の観察情報をデ
ータベース化する場合、細胞等に関する観察情報を分類するためのタグ項目は多数に及び
、また、１時点において撮影される画像は複数枚に及ぶ。このため、観察情報に付与する
個々のタグをユーザがキーボードで手入力するためには、多大な手間と時間が必要となる
。
【０００５】
　例えば、ユーザがキーボードの文字・数字・記号キーを用いてタグを入力する場合、操
作が煩雑化し、タグの入力を誤り易い。しかも、タグの文字数が長い場合には、キーを多
数回押下することになるため、その長さに依存してタグの入力に時間がかかる上、入力を
誤る頻度が増加し、その都度入力し直す分の時間がかかる。
　しかも、細胞等の観察情報に付与するタグには、例えば細胞名など、装置が自動的に付
与することが困難であって、ユーザを介した入力操作が必須の項目が多く存在する。
【０００６】
　特に、生細胞をインキュベータの外部に持ち出して、画像取得装置等を介して観察し、
観察情報に付与すべきタグを入力する場合、タグの入力に要する時間が長いと生細胞に与
えるダメージが大きくなる。その結果、細胞の状態を正確に把握することができず、実験
結果の正確性を担保することが難しくなる。
　即ち、生細胞はインキュベータの内部で培養されているが、観察情報取得のためにイン
キュベータの外部に持ち出されると、気温・湿度等環境の変化がストレスとなってダメー
ジを受ける。このため、生細胞をインキュベータの外部に持ち出す時間を極力短縮するこ
とが細胞の状態を正確に把握するために重要となる。
【０００７】
　このため、各時点での細胞の観察情報をデータベース化する場合、ユーザによるタグの
入力に要する時間を極力短縮することが求められる。
　しかるに、従来、例えば、ユーザによる“前データ複写”ボタンの選択を介して、前回
入力した過去の検体情報をコンピュータの画面上の検体情報入力・表示欄に表示し、その
後のユーザによる検体情報入力・表示欄での入力、“保存”ボタンの選択を介して、検体
情報を画像に関連付けてファイルに記憶する光学検査装置が、次の特許文献１に開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平９－２８１１０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、特許文献１に記載された技術では、観察時点の異なる複数の画像の夫々にタグ
として付加すべき、夫々の検体情報を入力する際、ユーザは、前回入力した検体情報を用
いることを所望する都度、“前データ複写”ボタンの選択操作をする必要が生じる。その
ため、観察時点の異なる複数の画像間での内容が同一の検体情報を入力する場合には、毎
回ユーザが“前データ複写”ボタンの選択操作をする作業の手間が煩雑となる。
【００１０】
　ここで、特許文献１に記載の技術における、観察時点の異なる複数の画像間での検体情
報の内容が同一である場合に、ユーザによる“前データ複写”ボタンの毎回選択操作が必
要となるといった、操作の煩雑さの問題を解消する方法としては、装置が観察時点の異な
る複数の画像の夫々にタグとして付与すべき情報を自動的に生成し、生成した情報を画像
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に自動的に付与することが考えられる。
【００１１】
　しかし、画像等を含む観察情報に付与すべきタグには、観察時点にかかわらず内容が同
一のタグ（例えば、ユーザ名）や、ある期間内の複数の観察時点においては同一であるが
所定の期間を過ぎたときに内容が変わるタグ（例えば、細胞名、継代有無情報、継代数等
）や、観察時点ごとに内容の異なるタグ（例えば、ユーザによる当該観察時点でのコメン
ト情報）が混在しうる。
　従って、装置が、画像に付与すべき全てのタグについて、生成及び画像への付与を自動
的に行うようにすると、前回入力した情報とは異なる情報の入力を所望するタグについて
のユーザの意図が反映されず、誤った情報が画像に付与されるリスクが高まる。
【００１２】
　このため、生体研究に用いる細胞の状態管理を行うために細胞情報をデータベース化す
る分野においては、データベース化する際のユーザの操作方法について改善の余地がある
。
【００１３】
　本発明の幾つかの態様によれば、上記従来の課題を解決するために提案されたものであ
り、複数の細胞等の画像を含む観察情報に夫々に対しタグを付与する場合において、全て
の複数の観察情報に対するユーザによるタグの入力作業の操作の手間を極力削減し、かつ
。タグ付与の誤り率を低減可能な、細胞観察情報処理システム、細胞観察情報処理方法、
細胞観察情報処理プログラム、細胞観察情報処理システムに備わる記録部、細胞観察情報
処理システムに備わる装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するため、本発明の一態様による細胞観察情報処理システムは、１時点
での取得指示に対応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数・細胞密
度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の観察結果
を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索用タグ付
き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前記観察情
報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユーザ識別情
報を示すタグ、前記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するための情報で
あって当該細胞の継代数を少なくとも含む細胞識別情報を示すタグ、前記観察情報を取得
した日時を識別するための日時情報を示すタグ、前記ユーザによる前記観察情報における
観察対象となっている細胞のメンテナンスのための作業に関する情報であって当該細胞に
対する継代作業の有無を示す継代有無情報を含む情報を示すタグ、前記観察情報を取得す
るために用いた装置を識別するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での前記観察情
報に含まれる細胞の活性度データの変化量である活性度データの変化情報を示すタグ及び
前記観察情報に含まれる細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも当該細胞の継
代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示す
タグを含むタグからなるタグセットを取得するタグ取得部と、各時点での取得指示に対応
して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察情報に対して、前記タグ取得
部により取得された当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該
細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットを検索用タグとして付与し、該検
索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存する保存部と、を備えた細胞
観察情報処理システムであって、前記タグ取得部は、第１の観察時点での取得指示に対応
して前記観察情報取得部を介して取得された第１の前記観察情報に対して付与すべき第１
のタグセットの取得に際しては、ユーザによる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞
の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットの入力
を受け付け、該受け付けたタグセットを第１のタグセットとして取得し、第ｎ（ｎは２以
上の整数）の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された第
ｎの前記観察情報に対して付与すべき第ｎのタグセットの取得に際しては、第ｎ－１の観
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察時点における第ｎ－１の前記観察情報に付与された第ｎ－１の前記検索用タグに含まれ
る当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグ、第ｎ－１の
観察時点における第ｎ－１の前記検索用タグ付き観察情報に含まれる当該細胞の継代数を
示すタグと当該細胞の活性度データ、第ｎの前記観察情報に含まれる当該細胞の活性度デ
ータと第ｎ－１の前記検索用タグに含まれる当該細胞の継代数を示すタグの少なくともい
ずれかに基づき、第ｎの前記観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる当該細
胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報
を示すタグを含む候補タグセットを自動的に取得又は生成し、該自動的に取得又は生成し
た前記候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を受け付
け、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、
ユーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に取得又は生成した前記
候補タグセットを第ｎのタグセットとして取得し、ユーザによる他のタグセットへの変更
をすべきである旨の指示を受けたときには、ユーザによる当該細胞の継代数を示すタグ又
は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含む他のタ
グセットの入力を受け付け、該受け付けた他のタグセットを第ｎのタグセットとして取得
する。
【００１５】
　また、本発明の他の態様による細胞観察情報処理システムは、１時点での取得指示に対
応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数・細胞密度・形状・生存率
などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の観察結果を示す観察情報に
付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を検索
することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前記観察情報における観察対
象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユーザ識別情報を示すタグ、前
記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するための細胞識別情報を示すタグ
、前記観察情報を取得した日時を識別するための日時情報を示すタグ、前記ユーザによる
前記観察情報における観察対象となっている細胞のメンテナンスのための作業に関する情
報を示すタグ、前記観察情報を取得するために用いた装置を識別するための装置識別情報
を示すタグ、複数時点での前記観察情報に含まれる細胞の活性度データの変化量である活
性度データの変化情報を示すタグ及び前記観察情報に含まれる細胞画像を示すための画像
タグのうちの少なくとも一つ以上のタグからなるタグセットを取得するタグ取得部と、各
時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察情報
に対して、前記タグ取得部により取得された前記タグセットを検索用タグとして付与し、
該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存する保存部と、を備えた
細胞観察情報処理システムであって、前記タグ取得部は、第ｍ（ｍは１以上の整数）の観
察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部により取得された第ｍの観察情報に含
まれる前記細胞の画像に基づき、第ｍの前記観察情報に付与すべき第ｍのタグセットの候
補となる候補タグセットを自動的に生成し、該自動的に生成した前記候補タグセットから
他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を受け付け、ユーザによる他のタグ
セットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユーザによる他のタグセッ
トの入力を受け付けずに、前記自動的に生成した前記候補タグセットを第ｍのタグセット
として取得し、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたと
きには、ユーザによる他のタグセットの入力を受け付け、該受け付けた他のタグセットを
第ｍのタグセットとして取得する。
【００１６】
　また、本発明のさらに他の態様による細胞観察情報処理方法は、１時点での取得指示に
対応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数・細胞密度・形状・生存
率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の観察結果を示す観察情報
に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を検
索することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前記観察情報における観察
対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユーザ識別情報を示すタグ、
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前記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するための情報であって当該細胞
の継代数を少なくとも含む細胞識別情報を示すタグ、前記観察情報を取得した日時を識別
するための日時情報を示すタグ、前記ユーザによる前記観察情報における観察対象となっ
ている細胞のメンテナンスのための作業に関する情報であって当該細胞に対する継代作業
の有無を示す継代有無情報を含む情報を示すタグ、前記観察情報を取得するために用いた
装置を識別するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での前記観察情報に含まれる細
胞の活性度データの変化量である活性度データの変化情報を示すタグ及び前記観察情報に
含まれる細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも当該細胞の継代数を示すタグ
又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグ
からなるタグセットを取得するタグ取得段階と、各時点での取得指示に対応して前記観察
情報取得部を介して取得された夫々の前記観察情報に対して、前記タグ取得部により取得
された当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する
継代有無情報を示すタグを含むタグセットを検索用タグとして付与し、該検索用タグを付
与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存する保存段階と、を備えた細胞情報観察処
理方法であって、前記タグ取得段階においては、第１の観察時点での取得指示に対応して
前記観察情報取得部を介して取得された第１の前記観察情報に対して付与すべき第１のタ
グセットの取得に際しては、ユーザによる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継
代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットの入力を受
け付け、該受け付けたタグセットを第１のタグセットとして取得し、第ｎ（ｎは２以上の
整数）の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された第ｎの
前記観察情報に対して付与すべき第ｎのタグセットの取得に際しては、第ｎ－１の観察時
点における第ｎ－１の前記観察情報に付与された第ｎ－１の前記検索用タグに含まれる当
該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグ、第ｎ－１の観察
時点における第ｎ－１の前記検索用タグ付き観察情報に含まれる当該細胞の継代数を示す
タグと当該細胞の活性度データ、第ｎの前記観察情報に含まれる当該細胞の活性度データ
と第ｎ－１の前記検索用タグに含まれる当該細胞の継代数を示すタグの少なくともいずれ
かに基づき、第ｎの前記観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる当該細胞の
継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示
すタグを含む候補タグセットを自動的に取得又は生成し、該自動的に取得又は生成した前
記候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を受け付け、
ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユー
ザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に取得又は生成した前記候補
タグセットを第ｎのタグセットとして取得し、ユーザによる他のタグセットへの変更をす
べきである旨の指示を受けたときには、ユーザによる当該細胞の継代数を示すタグ又は当
該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含む他のタグセ
ットの入力を受け付け、該受け付けた他のタグセットを第ｎのタグセットとして取得する
。
【００１７】
　また、本発明のさらに他の態様による細胞観察情報処理方法は、１時点での取得指示に
対応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数・細胞密度・形状・生存
率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の観察結果を示す観察情報
に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を検
索することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前記観察情報における観察
対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユーザ識別情報を示すタグ、
前記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するための細胞識別情報を示すタ
グ、前記観察情報を取得した日時を識別するための日時情報を示すタグ、前記ユーザによ
る前記観察情報における観察対象となっている細胞のメンテナンスのための作業に関する
情報を示すタグ、前記観察情報を取得するために用いた装置を識別するための装置識別情
報を示すタグ、複数時点での前記観察情報に含まれる細胞の活性度データの変化量である
活性度データの変化情報を示すタグ及び前記観察情報に含まれる細胞画像を示すための画
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像タグのうちの少なくとも一つ以上のタグからなるタグセットを取得するタグ取得段階と
、各時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察
情報に対して、前記タグ取得部により取得された前記タグセットを検索用タグとして付与
し、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存する保存段階と、を
備えた細胞情報観察処理方法であって、前記タグ取得段階においては、第ｍ（ｍは１以上
の整数）の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部により取得された第ｍの
観察情報に含まれる前記細胞の画像に基づき、第ｍの前記観察情報に付与すべき第ｍのタ
グセットの候補となる候補タグセットを自動的に生成し、該自動的に生成した前記候補タ
グセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を受け付け、ユーザに
よる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユーザによる
他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に生成した前記候補タグセットを第ｍ
のタグセットとして取得し、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指
示を受けたときには、ユーザによる他のタグセットの入力を受け付け、該受け付けた他の
タグセットを第ｍのタグセットとして取得する。
【００１８】
　また、本発明のさらに他の態様による細胞観察情報処理プログラムは、コンピュータを
、１時点での取得指示に対応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数
・細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の
観察結果を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索
用タグ付き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前
記観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユー
ザ識別情報を示すタグ、前記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するため
の情報であって当該細胞の継代数を少なくとも含む細胞識別情報を示すタグ、前記観察情
報を取得した日時を識別するための日時情報を示すタグ、前記ユーザによる前記観察情報
における観察対象となっている細胞のメンテナンスのための作業に関する情報であって当
該細胞に対する継代作業の有無を示す継代有無情報を含む情報を示すタグ、前記観察情報
を取得するために用いた装置を識別するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での前
記観察情報に含まれる細胞の活性度データの変化量である活性度データの変化情報を示す
タグ及び前記観察情報に含まれる細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも当該
細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情
報を示すタグを含むタグからなるタグセットを取得するタグ取得手段、各時点での取得指
示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察情報に対して、前記
タグ取得部により取得された当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタ
グと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットを検索用タグとして付与
し、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存する保存手段、とし
て機能させるための細胞観察情報処理プログラムであって、前記タグ取得手段は、第１の
観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された第１の前記観察
情報に対して付与すべき第１のタグセットの取得に際しては、ユーザによる当該細胞の継
代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示す
タグを含むタグセットの入力を受け付け、該受け付けたタグセットを第１のタグセットと
して取得し、第ｎ（ｎは２以上の整数）の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報
取得部を介して取得された第ｎの前記観察情報に対して付与すべき第ｎのタグセットの取
得に際しては、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の前記観察情報に付与された第ｎ－
１の前記検索用タグに含まれる当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無
情報を示すタグ、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の前記検索用タグ付き観察情報に
含まれる当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞の活性度データ、第ｎの前記観察情報に
含まれる当該細胞の活性度データと第ｎ－１の前記検索用タグに含まれる当該細胞の継代
数を示すタグの少なくともいずれかに基づき、第ｎの前記観察情報に付与すべき第ｎのタ
グセットの候補となる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当
該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含む候補タグセットを自動的に取得又は生成し
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、該自動的に取得又は生成した前記候補タグセットから他のタグセットへの変更について
のユーザによる指示を受け付け、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨
の指示を受けないときには、ユーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自
動的に取得又は生成した前記候補タグセットを第ｎのタグセットとして取得し、ユーザに
よる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、ユーザによる当
該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無
情報を示すタグを含む他のタグセットの入力を受け付け、該受け付けた他のタグセットを
第ｎのタグセットとして取得する。
【００１９】
　また、本発明のさらに他の態様による細胞観察情報処理プログラムは、コンピュータを
、１時点での取得指示に対応して観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数
・細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の
観察結果を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索
用タグ付き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前
記観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユー
ザ識別情報を示すタグ、前記観察情報における観察対象となっている細胞を識別するため
の細胞識別情報を示すタグ、前記観察情報を取得した日時を識別するための日時情報を示
すタグ、前記ユーザによる前記観察情報における観察対象となっている細胞のメンテナン
スのための作業に関する情報を示すタグ、前記観察情報を取得するために用いた装置を識
別するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での前記観察情報に含まれる細胞の活性
度データの変化量である活性度データの変化情報を示すタグ及び前記観察情報に含まれる
細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも一つ以上のタグからなるタグセットを
取得するタグ取得手段、各時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得
された夫々の前記観察情報に対して、前記タグ取得部により取得された前記タグセットを
検索用タグとして付与し、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保
存する保存手段、として機能させるための細胞情報観察処理プログラムであって、前記タ
グ取得手段は、第ｍ（ｍは１以上の整数）の観察時点での取得指示に対応して前記観察情
報取得部により取得された第ｍの観察情報に含まれる前記細胞の画像に基づき、第ｍの前
記観察情報に付与すべき第ｍのタグセットの候補となる候補タグセットを自動的に生成し
、該自動的に生成した前記候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザ
による指示を受け付け、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を
受けないときには、ユーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に生
成した前記候補タグセットを第ｍのタグセットとして取得し、ユーザによる他のタグセッ
トへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、ユーザによる他のタグセットの入
力を受け付け、該受け付けた他のタグセットを第ｍのタグセットとして取得する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の細胞観察情報処理システムの基本構成を概念的に示すブロック図である
。
【図２】本発明の第１実施形態にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説明図で
ある。
【図３】図２の細胞観察情報処理システムにおいて、タグセット表示・入力画面及び他の
タグセットへの変更をすべきであるか否かの変更指示を行うための変更指示ボタンを備え
た提示部の一構成例を示す説明図である。
【図４】図２の細胞観察情報処理システムにおいて保存部が記録部に保存する検索用タグ
付き観察情報のデータ構造の一例を示す説明図である。
【図５】図２の細胞観察情報処理システムを用いた、観察情報の取得から、観察情報に付
与すべきタグセットの取得、取得したタグセットを付与した観察情報の記録部への保存ま
での処理の流れを模式的に示す説明図である。
【図６】図２の細胞観察情報処理システムを用いた、観察情報の取得から、観察情報に付
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与すべきタグセットの取得、取得したタグセットを付与した観察情報の記録部への保存ま
での処理手順の一例を示すフローチャートである。
【図７】図６の一変形例の処理手順を示すフローチャートである。
【図８】観察当日の細胞に対する作業が継代作業であるか否かの判別方法の一例を概念的
に示す説明図である。
【図９】図６の他の変形例の処理手順を示すフローチャートである。
【図１０】前回の観察時点の細胞に対する作業が継代作業であるか否かの判別方法の一例
を概念的に示す説明図である。
【図１１】本発明の第２実施形態にかかる細胞観察情報処理システムを用いた、観察情報
の取得から、観察情報に付与すべきタグセットの取得、取得したタグセットを付与した観
察情報の記録部への保存までの処理手順の一例を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の第３実施形態にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説明図
である。
【図１３】図１２の細胞観察情報処理システムを用いた、観察情報の取得から、観察情報
に付与すべきタグセットの取得、取得したタグセットを付与した観察情報の記録部への保
存までの処理手順の一例を示すフローチャートである。
【図１４】図１２の細胞観察情報処理システムにおける提示部に表示されるタグセット入
力・表示画面及び変更指示ボタンの一構成例を示す説明図である。
【図１５】本発明の第４実施形態にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説明図
である。
【図１６】図１５の細胞観察情報処理システムにおけるタグセット表示・入力画面を備え
た提示部の一構成例を示す説明図である。
【図１７】図１５の細胞観察情報処理システムを用いた、観察情報の取得から、観察情報
に付与すべきタグセットの取得、取得したタグセットを付与した観察情報の記録部１３へ
の保存までの処理手順の一例を示すフローチャートである。
【図１８】図１７の一変形例の処理手順を示すフローチャートである。
【図１９】本発明の一変形例にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説明図であ
る。
【図２０】本発明の他の変形例にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説明図で
ある。
【図２１】本発明のさらに他の変形例にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説
明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態について、説明する。なお、以下に説明する実施の形態は特許
請求の範囲に記載された本発明の内容を不当に限定するものではない。また、以下の実施
形態で説明する構成の全てが、本発明における必須の構成要件であるとは限らない。
　本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムは、１時点での取得指示に対応して観察
情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数・細胞密度・形状・生存率などの細胞
の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の観察結果を示す観察情報に付与すべき
検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を検索することで
所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前記観察情報における観察対象となって
いる細胞の観察を行うユーザを識別するためのユーザ識別情報を示すタグ、前記観察情報
における観察対象となっている細胞を識別するための情報であって当該細胞の継代数を少
なくとも含む細胞識別情報を示すタグ、前記観察情報を取得した日時を識別するための日
時情報を示すタグ、前記ユーザによる前記観察情報における観察対象となっている細胞の
メンテナンスのための作業に関する情報であって当該細胞に対する継代作業の有無を示す
継代有無情報を含む情報を示すタグ、前記観察情報を取得するために用いた装置を識別す
るための装置識別情報を示すタグ、複数時点での前記観察情報に含まれる細胞の活性度デ
ータの変化量である活性度データの変化情報を示すタグ及び前記観察情報に含まれる細胞
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画像を示すための画像タグのうちの少なくとも当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞
の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグからなるタグ
セットを取得するタグ取得部と、各時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介
して取得された夫々の前記観察情報に対して、前記タグ取得部により取得された当該細胞
の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を
示すタグを含むタグセットを検索用タグとして付与し、該検索用タグを付与した検索用タ
グ付き観察情報を記録部に保存する保存部と、を備える。
　そして、前記タグ取得部は、第１の観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得
部を介して取得された第１の前記観察情報に対して付与すべき第１のタグセットの取得に
際しては、ユーザによる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと
当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットの入力を受け付け、該受け付
けたタグセットを第１のタグセットとして取得する。
　また、前記タグ取得部は、第ｎ（ｎは２以上の整数）の観察時点での取得指示に対応し
て前記観察情報取得部を介して取得された第ｎの前記観察情報に対して付与すべき第ｎの
タグセットの取得に際しては、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の前記観察情報に付
与された第ｎ－１の前記検索用タグに含まれる当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に
対する継代有無情報を示すタグ、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の前記検索用タグ
付き観察情報に含まれる当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞の活性度データ、第ｎの
前記観察情報に含まれる当該細胞の活性度データと第ｎ－１の前記検索用タグに含まれる
当該細胞の継代数を示すタグの少なくともいずれかに基づき、第ｎの前記観察情報に付与
すべき第ｎのタグセットの候補となる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数
を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含む候補タグセットを自動的に
取得又は生成する。そして、前記タグ取得部は、自動的に取得又は生成した前記候補タグ
セットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を受け付ける。そして、
前記タグ取得部は、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受け
ないときには、ユーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に取得又
は生成した前記候補タグセットを第ｎのタグセットとして取得する。また、前記タグ取得
部は、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、
ユーザによる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に
対する継代有無情報を示すタグを含む他のタグセットの入力を受け付け、該受け付けた他
のタグセットを第ｎのタグセットとして取得する。
【００２２】
　なお、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいて、ユーザ識別情報は、観
察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するための識別情報
であって、より詳しくは、細胞の観察結果の入力を行う本人又は本人に代わり細胞観察や
細胞の観察結果の入力を行なう代行者を識別するための識別情報である。
　細胞識別情報は、観察情報における観察対象となっている細胞を識別するための識別情
報であって、より詳しくは、細胞名、細胞種、培養を行う細胞であることを示す親株又は
その親株から小分けした細胞であることを示す子株を識別するための細胞レベル情報、及
び細胞の継代数のうちの少なくとも一つ以上を含む情報で、当該細胞の継代数を少なくと
も含む情報である。
　細胞名は、ユーザが実験・研究に用いる細胞に対して付ける任意の名称である。
　細胞種は、分類される細胞固有の種類である。
　タグセットとは、観察情報に付与すべき一つ以上のタグの組み合わせである。
【００２３】
　本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムのように、タグ取得部が、第ｎの観察情
報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットを自動的に取得又は生成し
、該自動的に取得又は生成した候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユ
ーザによる指示を受け付け、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指
示を受けないときには、ユーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、自動的に取
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得又は生成した候補タグセットを第ｎのタグセットとして取得し、ユーザによる他のタグ
セットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、ユーザによる他のタグセット
の入力を受け付け、該受け付けた他のタグセットを第ｎのタグセットとして取得するよう
にすれば、自動的に取得又は生成された候補タグセットを提示部に表示させることにより
、特許文献１に記載の技術のような、ユーザが前回の入力と内容が同一であるタグを入力
するために複写ボタンを毎回選択操作する作業が不要となる。そして、ユーザは、第ｎの
観察情報に付与するための検索用のタグを取得するための入力操作に関し、提示部に表示
された候補タグセットについて変更の必要がある場合に、変更を所望するタグ項目の入力
を行うだけで済み、その他のタグ項目についての入力操作が不要となる。また、候補タグ
セットを変更する必要がない場合には、ユーザはタグ項目についての入力操作が一切不要
となる。そして、ユーザが、保存部を作動させるための保存ボタンを押すことにより、提
示部に表示された候補タグセットや、変更を所望するタグ項目のみ入力を行ったタグセッ
トを、第ｎの観察情報に付与すべき検索用タグとして取得することができるようになる。
　このため、ユーザによるタグ取得のための入力作業の操作の手間を格段に減らすことが
できる。
【００２４】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムのように、タグ取得部が、自動的
に取得又は生成した候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる
指示を受け付けるようにすれば、自動的に取得又は生成した候補タグセット中の少なくと
も一部のタグ項目がユーザの意図とは異なる内容であったとしても、ユーザが提示部に表
示された候補タグセットを確認しながら、ユーザの意図とは異なる内容の当該タグ項目に
対して、ユーザが意図する内容に変更入力することができる。その結果、ユーザの意図が
反映されない、誤った検索用タグを観察情報に付与するリスクを低減することができる。
【００２５】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、タグ取得部が、第ｎ
の観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットを、第ｎ－１の観
察時点における第ｎ－１の観察情報に付与された第ｎ－１の検索用タグの少なくともいず
れかに基づき、自動的に取得又は生成しており、タグ取得部によるこれらの候補タグセッ
トの自動的な取得又は生成方法に応じて、次のような効果が得られる。
【００２６】
（１－１）タグ取得部が、第ｎの観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候
補タグセットを、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の観察情報に付与された第ｎ－１
の検索用タグに基づき自動的に取得又は生成する構成による作用効果
　観察情報に検索用タグとして付与すべきタグセットに含まれるタグ項目には、例えば、
ユーザ識別情報におけるユーザ名など、内容が一定のタグ項目が存在する。また、例えば
、細胞識別情報における細胞種や細胞名などのタグ項目は、所定期間、何回も繰り返して
使用する可能性が高く、当該観察時点において前回の観察時点と同じである可能性が極め
て高い。このため、これらのタグ項目について、観察情報に付与するための取得操作を行
なう都度、ユーザが入力し、あるいは、特許文献１に記載の技術のような前回データの複
写ボタンを押下しなければならないのでは、ユーザの操作が煩雑化する。
　しかし、ユーザ名や細胞名は、ユーザ固有の情報又はユーザがカスタマイズして作成し
たユーザ固有の情報であり、装置が観察情報から自動的に取得することはできない。
　しかるに、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにように、タグ取得部が、第
ｎ－１の観察時点の観察情報に付与された第ｎ－１のタグセットを、第ｎの観察情報に付
与すべき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットとして自動的に取得するようにす
れば、ユーザが入力したり、あるいは特許文献１に記載の技術のような前回複写ボタンを
押下したりする手間が省ける。
　なお、第ｎ－１の検索用タグは、データベースファイルを構成する記録部に保存されて
いる第ｎ－１の検索用タグ付き観察情報から取得するようにしてもよい。あるいは、第ｎ
－１の検索用タグは、記録部に検索用タグ付き観察情報を保存する際に、データベースフ
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ァイルを構成する記録部とは別の記憶領域に一時的に記憶させておき、その記憶領域から
第ｎ－１の検索用タグを取得するようにしてもよい。
【００２７】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおけるタグ取得部が、候補タグ
セットを、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の観察情報に付与された第ｎ－１の検索
用タグに基づき自動的に取得又は生成する構成としては、第ｎ－１の検索用タグの情報を
そのまま取得する構成や、第ｎ－１の検索用タグの情報を基にして、新たな情報を生成す
る構成が挙げられる。
　前者は、上述のユーザ名や細胞名などのタグ項目に効果的である。後者は、継代数とし
てのタグ項目に有効である。
【００２８】
　タグセットに含まれるタグ項目には、例えば、継代数や継代有無情報など、所定の観察
期間が経過するごとに変更する必要があるタグ項目が存在する。
　細胞の培養時には、細胞を維持管理するためのメンテナンス作業として、継代作業と、
非継代作業とがあり、ユーザはこれらを随時行っている。
　継代作業は、数日おきに増殖した細胞を別の容器に移す作業である。通常、実験・研究
に用いる細胞は、生体から分離し、所定の培養容器内の培地に植え付けて培養し増殖させ
る。細胞が増殖して所定の細胞密度や細胞数に到達したとき、培養容器内の細胞の一部を
他の培養容器内の培地に植え付け替える。これを継代という。
　非継代作業は、継代作業時以外の作業であって、細胞状態の確認や、培養液を交換する
作業である。
　継代数は、継代作業を行うごとに増加していく。
　このため、継代数や継代有無情報などのタグ項目については、前回（第ｎ－１の観察時
点）の観察情報に付与された第ｎ－１のタグセットをそのまま、第ｎの観察情報に付与す
べき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットとして自動的に取得するようにしたの
では、観察時点によっては、正しい情報が得られず、ユーザによる入力し直しが必要とな
る場合が生ずる。
【００２９】
　また、細胞の状態管理下においては、データベースファイルに“継代作業”を示す情報
を保存する観察時点と、増加した継代数を保存する観察時点とがずれるという事情が存在
する。
　即ち、継代作業を行った観察日には、継代作業を行う前の細胞の観察情報に検索用タグ
を付与してデータベースファイルに保存する。このため、継代数は増加させず、継代作業
の後の最初の非継代作業を行った観察日において、細胞の観察情報に検索用タグを付与し
てデータベースファイルに保存する際に、継代数を増加させることになる。
　その結果、細胞に対して継代作業を行った観察日と、継代数を増加させてデータベース
ファイルに保存する観察日とのタイミングがずれる。
【００３０】
　また、細胞に対して非継代作業を行った観察日には、データベースファイルに保存する
際に継代数を増加させる観察日と増加させない観察日が存在しうる。詳しくは、前回の観
察時点に非継代作業を行った場合は、観察当日の継代数は、細胞に対する作業が継代作業
、非継代作業のいずれであっても、前回観察時点における継代数と同じ値となる。一方、
前回の観察時点に継代作業を行った場合は、観察当日の継代数は、前回の観察時点におけ
る継代数の値を１つ増加させた値となる。
　即ち、継代数は、前回の観察時点（第ｎ－１）における継代有無情報が“継代作業”を
示す情報である場合に、前回の観察時点（第ｎ－１）における継代数に１を加えた値が、
当該観察時点（第ｎ）における継代数となる。
【００３１】
　そこで、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいて、タグ取得部が、第ｎ
の観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットに含まれるタグ項
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目としての継代数を、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の観察情報に付与された第ｎ
－１の検索用タグのうちの継代有無情報に基づき自動的に取得又は生成するように構成す
れば、例えば、前回の観察時点（第ｎ－１）における継代有無情報が“継代作業”を示す
情報である場合に、前回の観察時点（第ｎ－１）における継代数に１を加えた値、前回の
観察時点（第ｎ－１）における継代有無情報が“非継代作業”を示す情報である場合に、
前回の観察時点（第ｎ－１）における継代数と同じ値を第ｎの継代数として自動的に取得
又は生成することで、観察当日における候補タグセットに含まれるタグ項目としての継代
数の正しい値を自動的に取得することができ、ユーザが入力し直す手間が省ける。
【００３２】
（１－２）タグ取得部が、第ｎの観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候
補タグセットを、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の検索用タグ付き観察情報に基づ
き自動的に取得又は生成する構成による作用効果
　上述のように、タグセットに含まれるタグ項目には、例えば、継代数や継代有無情報な
ど、所定の観察期間が経過するごとに変更する必要があるタグ項目が存在する。
　ところで、当該観察時点の継代有無情報は、当該観察時点における観察情報に基づいて
算出される活性度データ（細胞数又は細胞密度）の上方閾値に基づいて判別が可能である
。
　例えば、一般に、ユーザは、撮像した画像から得られた細胞の活性度データが所定の細
胞密度、細胞数等の上方閾値に到達しない期間は、細胞に対し非継代作業を行う。
　従って、当該観察時点の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値を
下回る場合には、当該観察時点に細胞に対して行った作業が非継代作業である可能性が非
常に高く、当該観察時点の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値以
上である場合には、当該観察時点に細胞に対して行った作業が継代作業である可能性が非
常に高い。
【００３３】
　しかるに、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにように、タグ取得部が、第
ｎの観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットに含まれるタグ
項目としての継代数を、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の検索用タグ付き観察情報
に基づき自動的に取得又は生成するようにすれば、継代有無情報が検索用タグとして記録
部に保存されていなくも、例えば、まず、第ｎ－１の観察時点の細胞の活性度データが所
定の細胞密度、細胞数等の上方閾値を下回る場合には、第ｎ－１の観察時点における継代
有無情報を“非継代作業”を示す情報であると判別し、第ｎ－１の観察時点の細胞の活性
度データが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値以上である場合には、第ｎ－１の観察時
点における継代有無情報を“継代作業”を示す情報であると判別し、次に、それらの判別
結果に基づいて、第ｎ－１の観察時点における継代有無情報が“継代作業”を示す情報で
あると判別した場合に、第ｎ－１の観察時点における継代数に１を加えた値、第ｎ－１の
観察時点における継代有無情報が“非継代作業”を示す情報であると判別した場合に、第
ｎ－１の観察時点における継代数と同じ値を第ｎの継代数として自動的に取得又は生成す
ることで、観察当日における候補タグセットに含まれるタグ項目としての継代数の正しい
値を自動的に取得することができ、ユーザが入力し直す手間が省ける。
【００３４】
（１－３）タグ取得部が、第ｎの観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候
補タグセットを、第ｎの観察情報に基づき自動的に取得又は生成する構成による作用効果
　上述のように、当該観察時点の継代有無情報については、当該観察時点における観察情
報に基づいて算出される活性度データ（細胞数又は細胞密度）の上方閾値に基づいて判別
が可能である。
【００３５】
　また、観察当日（第ｎの観察時点）の継代数は、観察当日における観察情報に基づいて
算出される活性度データ（細胞数又は細胞密度）の下方閾値に基づいて前回（第ｎ－１）
の観察時点の継代有無情報を判別し、判別した第ｎ－１の継代有無情報と、第ｎ－１の継
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代数とに基づき、求めることが可能である。
　例えば、上述のように、一般に、ユーザは、撮像した画像から得られた細胞の活性度デ
ータが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値に到達したことが確認されたときに、細胞に
対し継代作業を行う。ここで、継代作業を行った観察日の後で最新の観察日には、新しい
培養容器内の細胞の画像を撮像することによって得られる活性度データは、所定の細胞密
度、細胞数等の下方閾値を下回る。また、継代作業を行った観察日の後で最新の観察日の
次の観察日には、培養容器内の細胞の画像を撮像することによって得られる活性度データ
は、所定の細胞密度、細胞数等の下方閾値以上となる。
　従って、観察当日の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の下方閾値を下回
る場合には、前回の観察時点に細胞に対して行った作業が継代作業である可能性が非常に
高い。
　そこで、当該観察時点（第ｎ）における観察情報に基づいて算出される活性度データ（
細胞数又は細胞密度）の下方閾値に基づいて前回（第ｎ－１）の観察時点の継代有無情報
を判別し、前回の観察時点に細胞に対して行った作業が継代作業と判別できた場合に、前
回の観察時点における継代数に１を加えた値が観察当日の継代数となる。
【００３６】
　しかるに、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムのように、タグ取得部が、第
ｎの観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットに含まれるタグ
項目としての継代有無情報を、第ｎの観察情報に基づき自動的に取得又は生成するように
すれば、例えば、観察当日（第ｎの観察時点）の細胞の活性度データが所定の細胞密度、
細胞数等の上方閾値を下回る場合には、観察当日における継代有無情報を“非継代作業”
を示す情報であると判別し、観察当日の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等
の上方閾値以上である場合には、観察当日における継代有無情報を“継代作業”を示す情
報であると判別することで、前回（第ｎ－１の観察時点）の継代有無情報が検索用タグと
して記録部に保存されていなくも、観察当日における候補タグセットに含まれるタグ項目
としての継代有無情報の正しい情報をユーザの操作を介することなく、装置が自動的に取
得又は生成できる。
【００３７】
　あるいは、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムのように、タグ取得部が、第
ｎの観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットに含まれるタグ
項目としての継代数を、第ｎの観察情報に基づき自動的に取得又は生成するようにすれば
、例えば、まず、観察当日（第ｎの観察時点）の細胞の活性度データが所定の細胞密度、
細胞数等の下方閾値を下回る場合には、第ｎ－１の観察時点における継代有無情報を“継
代作業”を示す情報であると判別し、観察当日の細胞の活性度データが所定の細胞密度、
細胞数等の下方閾値以上の場合には、第ｎ－１の観察時点における継代有無情報を“非継
代作業”を示す情報であると判別し、次に、それらの判別結果に基づいて、第ｎ－１の観
察時点における継代有無情報が“継代作業”を示す情報であると判別した場合に、第ｎ－
１の観察時点における継代数に１を加えた値、第ｎ－１の観察時点における継代有無情報
が“非継代作業”を示す情報であると判別した場合に、第ｎ－１の観察時点における継代
数と同じ値を第ｎの継代数として自動的に取得又は生成することで、前回（第ｎ－１の観
察時点）の継代有無情報が検索用タグとして記録部に保存されていなくも、観察当日にお
ける候補タグセットに含まれるタグ項目としての継代数の正しい値を自動的に取得するこ
とができ、ユーザが入力し直す手間が省ける。
　その他、上記のようなタグ取得部が第ｎの観察情報に基づき自動的に取得又は生成する
構成は、観察当日における候補タグセットに含まれるタグ項目として、観察情報を取得し
た日時を識別するための日時情報を自動的に取得又は生成する用途に好適である。
【００３８】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、好ましくは、タグ取
得部は、第ｎ－１（ｎは２以上の整数）の検索用タグ、第ｎ－１の検索用タグ付き観察情
報、第ｎの観察情報の少なくともいずれかに基づき、第ｎの観察情報に付与すべき候補タ
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グセットを自動的に取得又は生成する候補タグセット自動取得・生成部と、候補タグセッ
ト自動取得・生成部により自動的に取得又は生成された候補タグセットを提示部に出力す
る候補タグセット出力部と、提示部に表示されている候補タグセットから他のタグセット
への変更についてのユーザによる指示を受け付ける変更指示受付部と、ユーザによるタグ
セットの入力を受け付ける入力タグセット受付部と、候補タグセット自動取得・生成部、
候補タグセット出力部、変更指示受付部、入力タグセット受付部の作動を制御するタグ取
得制御部を有する。
【００３９】
　タグ取得制御部は、第１の観察情報に対して付与すべき第１のタグセットの取得に際し
ては、前記入力タグセット受付部を作動させて、該入力タグセット受付部が受け付けたタ
グセットを第１のタグセットとして取得する。
　また、タグ取得制御部は、第ｎ（ｎは２以上の整数）の観察情報に対して付与すべき第
ｎのタグセットの取得に際しては、候補タグセット自動取得・生成部を作動させて、第ｎ
の観察情報に付与すべき候補タグセットを自動的に取得又は生成させ、候補タグセット出
力部を作動させて、候補タグセットを提示部に出力させるとともに、変更指示受付部を作
動させて、候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を受
け付け可能とし、変更指示受付部がユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである
旨の指示を受けないときには、入力タグセット受付部を作動させず、候補タグセット自動
取得・生成部により自動的に取得又は生成された候補タグセットを第ｎのタグセットとし
て取得し、変更指示受付部がユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指
示を受けたときには、入力タグセット受付部を作動させて、入力タグセット受付部が受け
付けた他のタグセットを第ｎのタグセットとして取得する。
　このようにすれば、上述の本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムが具現化でき
る。
【００４０】
　その結果、細胞等の観察情報に付与するタグを取得するために要するユーザの操作の手
間と時間を削減することができ、特に、細胞をインキュベータの外部に持ち出した状態で
、細胞の観察結果に付与するタグを取得するための操作を行うような場合に、タグを取得
するために要するユーザの操作の時間が短縮されることによって、細胞に与えるダメージ
を低減でき、正確な実験を担保できる。
【００４１】
　また、本発明の実施形態では上記効果の他にも、次のような付随的な効果を奏する。
【００４２】
（２）タグセットの時系列的な付与に関し、ユーザによる変更指示があるまで、自動的に
取得又は生成したタグセットを付与し続ける構成による作用効果
　本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、好ましくは、タグ取得部は
、第ｎ（ｎは２以上の整数）以降の夫々の観察時点に対応して観察情報取得部を介して順
次取得された夫々の観察情報に対して付与すべき夫々のタグセットの取得に際しては、ユ
ーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けるまで、ユーザによる
タグセットの入力を受け付けずに、自動的に取得又は生成した候補タグセットを夫々の観
察時点のタグセットとして取得し続け、保存部は、観察情報取得部により順次取得された
夫々の観察情報に対して、タグ取得部により取得された夫々の観察時点のタグセットを検
索用タグとして付与するように構成されている。
　このようにすれば、複数の観察時点の異なる観察情報の夫々に付与すべき検索用タグを
取得するために行なうユーザの操作を極力簡略化することができる。
【００４３】
（３）タグセットの時系列的な付与に関し、ユーザによる変更指示があった場合に、ユー
ザから受け付けた他のタグセットを付与する構成による作用効果
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、好ましくは、タグ取
得部は、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには
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、ユーザによるタグセットの入力を受け付け、受け付けたタグセットを所定の観察時点の
タグセットとして取得し、保存部は、所定の観察時点での取得指示に対応して観察情報取
得部を介して取得された観察情報に対して、タグ取得部により取得された所定の観察時点
のタグセットを検索用タグとして付与するように構成されている。
　このようにすれば、システムが自動的に取得又は生成した候補タグセットの内容が正し
くなく、ユーザがタグセットの変更を所望する場合に、随時、ユーザの意図を反映させる
ことができ、全てのタグ付与を自動的に行う構成とした場合に懸念されるような、誤った
内容の検索用タグ付き観察情報が記録部に保存される危険性を回避できる。
【００４４】
（４）付与すべきタグセットを観察情報に付与する前に画面表示する構成による作用効果
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、好ましくは、タグ取
得部は、第ｎ（ｎは２以上の整数）以降の観察時点に対応して観察情報取得部を介して順
次取得された夫々の観察情報に対して付与すべき夫々のタグセットの取得に際し、自動的
に取得又は生成した候補タグセットを提示部に出力する候補タグセット出力部を備え、提
示部により提示された候補タグセットを参照したユーザによる、該候補タグセットから他
のタグセットへの変更についての指示を受け付けるように構成されている。
　このようにすれば、自動的に取得又は生成された候補タグセットをユーザが提示部を介
して肉眼で確認でき、必要に応じて候補タグセットを他のタグセットへと変更することが
可能となる。
【００４５】
（５）その他の構成による作用効果
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、好ましくは、保存部
は、各観察時点での取得指示に対応して観察情報取得部を介して順次取得された夫々の観
察情報に対して、タグ取得部により取得された夫々のタグセットを検索用タグとして順次
付与し、検索用タグを付与した夫々の検索用タグ付き観察情報を記録部に順次保存する。
　このようにすれば、検索用タグとして付与すべきタグセットをリアルタイムに観察情報
に付与して保存することができる。
【００４６】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、好ましくは、保存部
は、第ｎ（ｎは２以上の整数）以降の複数の観察時点での取得指示に対応して観察情報取
得部を介して取得された複数の観察情報に対して、タグ取得部により取得された夫々のタ
グセットを検索用タグとして一括して付与し、検索用タグを付与した複数の検索用タグ付
き観察情報を記録部に一括して保存するように構成されている。
　このようにすれば、観察情報に検索用タグとしてのタグセットを付与して保存する時点
を、観察情報を取得する時点と異ならせることができ、細胞の観察情報を取得する時点に
おいては、取得した観察情報に検索用タグとしてタグセットを付与するための処理を省く
ことができる。これにより、細胞をインキュベータの外部に出しておく時間を短縮化でき
、観察情報取得時に細胞に与えるダメージを極力抑えることができる。
　また、ユーザは、複数の観察情報に付与すべき検索用タグとしてのタグセットを取得す
る際に、時間をかけて夫々のタグセットの入力誤りをチェックすることができるようにな
る。
　さらに、ユーザは、検索用タグを付与した複数の検索用タグ付き観察情報を、記録部に
保存させるための保存指示操作の手間が低減される。
【００４７】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、好ましくは、タグ取
得部は、保存部が第ｎ（ｎは２以上の整数）以降の複数の観察時点における複数の観察情
報に対して夫々のタグセットを検索用タグとして一括して付与する前に、夫々の観察情報
に付与すべき夫々のタグセットの候補となる複数の候補タグセットを提示部に一括して出
力する、候補タグセット一括出力部を備え、提示部により一括提示された複数の候補タグ
セットを参照したユーザによる、所定の候補タグセットから他のタグセットへの変更につ
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いての指示を受け付けるように構成されている。
　このようにすれば、複数の観察時点における複数の観察情報に対して付与すべき検索用
タグとしてのタグセットの候補となる複数の候補タグセットを、ユーザが同時に肉眼で確
認することができ、複数の候補タグセットのうちの変更を所望する候補タグセットのタグ
項目の入力を行うだけで済み、その他の候補タグセットのタグ項目についての入力操作が
不要となる。そして、ユーザが、保存部を作動させるための保存ボタンを押すことにより
、提示部に表示された複数の候補タグセットや、変更を所望する候補タグセットのタグ項
目のみ入力を行ったタグセットを、複数の観察情報に付与すべき検索用タグとして一括し
て取得することができるようになる。
　このため、ユーザによるタグの入力作業の操作の手間と保存のための操作の手間を格段
に減らすことができる。
　また、ユーザは、複数の観察情報に付与すべき検索用タグとしてのタグセットを取得す
る際に、時間をかけて夫々のタグセットの入力誤りをチェックすることができるようにな
る。
【００４８】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、好ましくは、タグセ
ットは、さらに、観察時点ごとの取得指示に対応して観察情報取得部を介して取得された
夫々の観察情報に対し付与すべき検索用タグとして、ユーザによる入力の必要性が高い毎
回入力タグを含み、タグ取得部は、第ｎの観察時点での取得指示に対応して観察情報取得
部を介して取得された第ｎの観察情報に対して付与すべき第ｎのタグセットの取得に際し
て、ユーザによる毎回入力タグの入力を受け付け、受け付けた毎回入力タグを第ｎのタグ
セットの一部として取得する。
　なお、毎回入力タグとしては、例えば、コメント情報が挙げられる。
【００４９】
　細胞の観察情報に付与するタグとして、毎回の観察時点におけるユーザのコメントが細
胞の管理上必要となる場合がある。
　細胞の状態は時間の経過とともに変化するものであるため、ユーザのコメントは、観察
時点が異なるごとに内容が異なったものとなる場合が多い。
　このため、例えば、前回の観察時点のコメントを自動的に候補タグとして取得して提示
部に表示したとしても、ユーザによってコメントを打ち直す必要が生じる。
　したがって、ユーザのコメントをタグとして観察情報に付与する場合には、そのコメン
トに関しては、前回観察時点のコメントを使用することができず、また、装置で自動的に
取得することもできないため、ユーザが入力せざるを得ない。
　しかるに、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムのように、タグ取得部１１を
、毎回入力タグの入力を受け付け、受け付けた毎回入力タグを第ｎのタグセットの一部と
して取得するようにすれば、ユーザによる毎回入力の必要性の高いタグのみをユーザによ
る毎回入力できるようにし、その他のタグについては候補タグセットを提示部に表示し必
要に応じて変更入力ができるようにすることができ、ユーザによるタグの入力を必要最小
限度に抑えることができる。
【００５０】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、好ましくは、タグセ
ットは、さらに、毎回入力タグと比較して、観察時点ごとの取得指示に対応して観察情報
取得部を介して取得された夫々の観察情報に対し付与すべき検索用タグとして、ユーザに
よる入力の必要性が低い非毎回入力タグを含み、タグ取得部は、第ｎの観察時点での取得
指示に対応して観察情報取得部を介して取得された第ｎの観察情報に対して付与すべき第
ｎのタグセットの取得に際して、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨
の指示を受けないときには、ユーザによる非毎回入力タグの入力を受け付けずに、自動的
に取得又は生成した候補タグセットに含まれる非毎回入力タグを第ｎのタグセットの一部
として取得する。
　タグセット中のタグ項目には、上述のユーザ識別情報や細胞識別情報のように、現在の
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観察時点から先も所定期間、何回も繰り返して使用する可能性が高く、前回の観察時点と
同じである可能性が極めて高いタグが存在する。
　しかるに、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムのように、毎回入力タグと非
毎回入力タグとにおいて、タグの入力処理制御を異ならせれば、上述のユーザによるタグ
の入力を必要最小限度に抑えることが具現化できる。
【００５１】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、好ましくは、非毎回
入力タグは、観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別する
ためのユーザ識別情報を示すタグ、観察情報における観察対象となっている細胞を識別す
るための細胞識別情報を示すタグ又は観察情報を取得するために用いた装置を識別するた
めの装置識別情報を示すタグを含む。
　なお、細胞識別情報としては、例えば、細胞名、細胞種、継代数又は親株もしくは子株
であることを識別するための細胞レベル情報が挙げられる。
【００５２】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムは、１時点での取得指示に対応し
て観察情報取得部を介して取得された、細胞画像、細胞数・細胞密度・形状・生存率など
の細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の観察結果を示す観察情報に付与
すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を検索する
ことで所望の観察情報を得るための検索用タグとして、前記観察情報における観察対象と
なっている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユーザ識別情報を示すタグ、前記観
察情報における観察対象となっている細胞を識別するための細胞識別情報を示すタグ、前
記観察情報を取得した日時を識別するための日時情報を示すタグ、前記ユーザによる前記
観察情報における観察対象となっている細胞のメンテナンスのための作業に関する情報を
示すタグ、前記観察情報を取得するために用いた装置を識別するための装置識別情報を示
すタグ、複数時点での前記観察情報に含まれる細胞の活性度データの変化量である活性度
データの変化情報を示すタグ及び前記観察情報に含まれる細胞画像を示すための画像タグ
のうちの少なくとも一つ以上のタグからなるタグセットを取得するタグ取得部と、各時点
での取得指示に対応して前記観察情報取得部を介して取得された夫々の前記観察情報に対
して、前記タグ取得部により取得された前記タグセットを検索用タグとして付与し、該検
索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部に保存する保存部と、を備えた細胞
観察情報処理システムである。そして、前記タグ取得部は、第ｍ（ｍは１以上の整数）の
観察時点での取得指示に対応して前記観察情報取得部により取得された第ｍの観察情報に
含まれる前記細胞の画像に基づき、第ｍの前記観察情報に付与すべき第ｍのタグセットの
候補となる候補タグセットを自動的に生成し、該自動的に生成した前記候補タグセットか
ら他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を受け付ける。また、前記タグ取
得部は、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときに
は、ユーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、前記自動的に生成した前記候補
タグセットを第ｍのタグセットとして取得し、ユーザによる他のタグセットへの変更をす
べきである旨の指示を受けたときには、ユーザによる他のタグセットの入力を受け付け、
該受け付けた他のタグセットを第ｍのタグセットとして取得する。
【００５３】
　観察情報に検索用タグとして付与すべきタグ項目には、初回の観察時点からユーザの入
力操作を経ないで、当該観察時点において取得した観察情報に基づいて装置が自動的に取
得又は生成できるものがある。
　例えば、上述のように、当該観察時点の継代有無情報については、装置が、当該観察時
点における観察情報における活性度データ（細胞数又は細胞密度）の上方閾値に基づいて
、当該観察時点での細胞に対して行う作業が“継代作業”、“非継代作業”のいずれであ
るかを判別することが可能である。
　活性度データは、細胞の観察画像に対し所定の画像処理及び解析処理を施すことによっ
て、検出される細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示すデータである。
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　従って、継代有無情報のように、システムが観察情報に基づいて、観察当日に自動的に
取得できるタグ項目については、ユーザによる入力操作を極力省くことが望ましい。
【００５４】
　しかるに、本発明の実施形態のようにすれば、第１回目の観察時点におけるユーザによ
るタグ取得のための入力操作をより一層省くことができる。
【００５５】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムにおいては、好ましくは、タグ取
得部により取得されたタグセットを提示部に提示するタグセット出力部と、タグセット出
力部により出力された当該観察時点のタグセットをユーザに提示する提示部をさらに備え
る。
　このように細胞観察情報処理システムに提示部を備えれば、細胞観察情報処理システム
とは別の提示部を用いることなく、ユーザが細胞観察情報処理システムに備えられた提示
部に表示された候補タグセットから変更が必要である場合に他のタグへの変更入力するた
めの操作をするだけで、検索用タグとして観察情報に付与すべきタグを、手間をかけずに
短時間に取得することができるようになる。
【００５６】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００５７】
第１実施形態
　図１は本発明の細胞観察情報処理システムの基本構成を概念的に示すブロック図である
。図２は本発明の第１実施形態にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説明図で
ある。
　第１実施形態の細胞観察情報処理システム１０は、図１、図２に示すように、タグ取得
部１１と、保存部１２を備えている。なお、図１及び図２中、１は細胞観察情報処理装置
本体、１３は記録部、１８は提示部としてのモニタ、２０は観察情報取得部、２１はタグ
セット入力部、３０はタグセット変更指示部である。なお、図２の例では、細胞観察情報
処理システム１０は、タグ取得部１１と、保存部１２とが、記録部１３、提示部１８、タ
グセット入力部２１、タグセット変更指示部３０、観察情報取得部２０とともに、一つの
装置本体１に備えられたスタンドアロン型の構成となっている。細胞観察情報処理装置本
体１は、例えば、撮像装置とデータベースを備えたコンピュータを備えた顕微鏡装置で構
成されている。
【００５８】
　タグ取得部１１は、１時点での取得指示に対応して観察情報取得部２０を介して取得さ
れた、細胞画像、細胞数・細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度デー
タ、観察名を含む細胞の観察結果を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、検索
用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るための
検索用タグとして、観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識
別するためのユーザ識別情報を示すタグ、観察情報における観察対象となっている細胞を
識別するための情報であって当該細胞の継代数を少なくとも含む細胞識別情報を示すタグ
、観察情報を取得した日時を識別するための日時情報を示すタグ、ユーザによる観察情報
における観察対象となっている細胞のメンテナンスのための作業に関する情報であって当
該細胞に対する継代作業の有無を示す継代有無情報を含む情報を示すタグ、観察情報を取
得するために用いた装置を識別するための装置識別情報、複数時点での観察情報に含まれ
る細胞の活性度データの変化量である活性度データの変化情報を示すタグ及び観察情報に
含まれる細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも当該細胞の継代数を示すタグ
又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグ
を取得する。
　詳しくは、タグ取得部１１は、例えば、細胞観察情報処理装置本体１に備わる、図示し
ないユーザＩＤ入力画面において、ユーザが選択入力したユーザＩＤや、タグセット入力
部２１を介して、後述する図３に示す提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃにおいて、
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ユーザが入力した細胞レベル情報（親株又は子株）、細胞名、継代数、継代有無情報等を
検索用タグとして取得することができるように構成されている。
　また、タグ取得部１１は、この他にも、観察情報取得部２０を介して取得された夫々の
観察情報における細胞画像にログとして記録されている撮像日時など、装置が自動的に生
成した測定日時を、観察情報を取得した日時を識別するための日時情報として取得するこ
とができるように構成されている。
　さらに、タグ取得部１１は、観察情報取得部２０を介して取得された夫々の観察情報に
おける細胞画像から画像タグを取得することができるように構成されている。
【００５９】
　本実施形態の細胞観察情報処理システム１０では、タグ取得部１１は、図２に示すよう
に、候補タグセット自動取得・生成部１１ａと、候補タグセット出力部１１ｂと、変更指
示受付部１１ｃと、入力タグセット受付部１１ｄと、タグ取得制御部１１ｅを有しており
、後述するように、上記機能の他に、観察情報に付与すべき検索用タグを取得する際にお
いてユーザ操作を支援するための特徴的な機能を有している。
【００６０】
　候補タグセット自動取得・生成部１１ａは、第ｎ－１（ｎは２以上の整数）の観察時点
における第ｎ－１の観察情報に付与された第ｎ－１の検索用タグ、第ｎ－１の観察時点に
おける第ｎ－１の検索用タグ付き観察情報、第ｎの観察情報の少なくともいずれかに基づ
き、第ｎの観察情報に付与すべき当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示
すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含む候補タグセットを自動的に取得
又は生成するように構成されている。
【００６１】
　候補タグセット出力部１１ｂは、候補タグセット自動取得・生成部１１ａにより自動的
に取得又は生成された候補タグセットを図３に示す提示部１８のタグ入力・表示画面１８
ｃに出力するように構成されている。
【００６２】
　変更指示受付部１１ｃは、提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃに表示されている候
補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによるタグセット変更指示部
３０を介した指示を受け付けるように構成されている。なお、図２の例の細胞観察情報処
理装置１では、ユーザによるタグセット変更指示部３０を介した指示は、後述する図３に
示す提示部１８の変更指示ボタン１８ｄ－１を押すことによって行うことができるように
なっている。
【００６３】
　入力タグセット受付部１１ｄは、ユーザによるタグセット入力部２１を介した提示部１
８のタグ入力・表示画面１８ｃでの当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を
示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットの入力を受け付け
可能に構成されている。
【００６４】
  タグ取得制御部１１ｅは、候補タグセット自動取得・生成部１１ａ、候補タグセット出
力部１１ｂ、変更指示受付部１１ｃ、入力タグセット受付部１１ｄの作動を次のように制
御可能に構成されている。
【００６５】
　詳しくは、タグ取得制御部１１ｅは、第１の観察情報に対して付与すべき第１のタグセ
ットの取得に際しては、入力タグセット受付部１１ｄを作動させる。そして、入力タグセ
ット受付部１１ｂが、ユーザによるタグセット入力部２１を介した提示部１８のタグ入力
・表示画面１８ｃでの入力操作を通じて受け付けたタグセットを第１のタグセットとして
取得する。
【００６６】
　また、タグ取得制御部１１ｅは、第ｎ（ｎは２以上の整数）の観察情報に対して付与す
べき第ｎのタグセットの取得に際しては、候補タグセット自動取得・生成部１１ａを作動
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させて、第ｎの観察情報に付与すべき候補タグセットを自動的に取得又は生成させ、候補
タグセット出力部１１ｂを作動させて、候補タグセットを提示部１８のタグ入力・表示画
面１８ｃに出力させる。それとともに、タグ取得制御部１１ｅは、変更指示受付部１１ｃ
を作動させて、候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによるタグ
セット変更指示部３０を介した指示を受け付け可能にする。
　そして、タグ取得制御部１１ｅは、変更指示受付部１１ｃがユーザによる他のタグセッ
トへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、入力タグセット受付部１１ｄを
作動させず、候補タグセット自動取得・生成部１１ａにより自動的に取得又は生成された
候補タグセットを第ｎのタグセットとして取得する。
　また、タグ取得制御部１１ｅは、変更指示受付部１１ｃがユーザによる他のタグセット
への変更をすべきである旨の指示を受けたときには、入力タグセット受付部１１ｄを作動
させて、入力タグセット受付部１１ｄが、ユーザによるタグセット入力部２１を介した提
示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃでの入力操作を通じて受け付けた当該細胞の継代数
を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグ
を含む他のタグセットを第ｎのタグセットとして取得する。
【００６７】
　保存部１２は、各時点での取得指示に対応して観察情報取得部２０を介して取得された
夫々の観察情報に対して、タグ取得部１１により取得された当該細胞の継代数を示すタグ
又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグ
を、観察情報を検索するための検索用タグとして付与し、検索用タグを付与した検索用タ
グ付き観察情報を記録部１３に保存するように構成されている。また、図２の例の細胞観
察情報処理装置１では、保存部１２は、ユーザが後述する図３に示す提示部１８の保存指
示ボタン１８ｄ－２を押したときに作動するように構成されている。
【００６８】
　記録部１３は、図４に示すように、１以上の検索用タグ付き観察情報のレコードを有し
ている。夫々のレコードは、各時点での細胞画像の撮像に対応して作成され、１時点での
細胞画像の撮像に対応する１つの観察情報と、観察情報を検索するための検索用タグとが
互いに関連付けられている。
　なお、本実施形態では、便宜上、ユーザ識別情報としてユーザＩＤを用いることとする
が、ユーザ識別情報は、ユーザＩＤに限定されるものではなく、例えば、ユーザの氏名や
ニックネーム等、ユーザを他のユーザと識別できる文字や記号等であればどのようなもの
でもよい。
【００６９】
　提示部１８は、図３に示すようなタグ入力・表示画面１８ｃを有している。タグ入力・
表示画面１８ｃは、候補タグセット出力部１１ｂにより出力された候補タグセットを表示
するとともにタグセット入力部２１を介して、ユーザが例えば、ユーザＩＤなどのユーザ
識別情報を示すタグや、細胞名、細胞種、細胞レベル情報や継代数などの細胞識別情報を
示すタグ、継代有無情報を示すタグなど、観察情報に検索用タグとして付与すべき所望の
タグの入力が可能に構成されている。また、提示部１８は、指示ボタン１８ｄとして、変
更指示ボタン１８ｄ－１と、保存指示ボタン１８ｄ－２を有している。変更指示ボタン１
８ｄ－１は、タグ入力・表示画面１８ｃに表示されたタグセットから他のタグセットへの
変更を、タグセット変更指示部３０を介してユーザが指示することができるように構成さ
れている。保存指示ボタン１８ｄ－２は、タグ入力・表示画面１８ｃに表示されたタグセ
ットを観察情報に付与して保存することをユーザが指示することができるように構成され
ている。なお、図３中、１８ａは細胞画像表示画面、１８ｂは活性度データ表示画面であ
る。
【００７０】
　タグセット入力部２１は、所定の操作により、提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃ
から、ユーザが所望のタグを文字・数字・記号等のキーを用いて手入力することができる
ように構成されている。なお、タグセット入力部２１は、ユーザが観察情報に付与すべき
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検索用タグとしてのタグを初期設定する場合や、変更指示受付部１１ｃが提示部１８に表
示されている候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を
受け付けたときに使用される。
【００７１】
　また、便宜上、詳細な説明は省略するが、本実施形態の細胞観察情報処理システム１０
では、さらに、検索用タグの候補となるタグの一覧を抽出するタグ一覧抽出部（不図示）
と、タグ一覧抽出部により抽出されたタグの一覧を、提示部１８のタグ入力・表示画面１
８ｃに、又は提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃとは別にプルダウン形式で出力する
出力部（不図示）を備えてもよい。そして、タグ一覧抽出部が、抽出対象とするタグを絞
込むための絞込み条件をユーザが図示しない指示手段を介した指示により指定し、その指
定した絞り込み条件で絞り込んだタグ又はタグセットの一覧を抽出し、タグ又はタグセッ
トの一覧の中から、ユーザが選択することで、タグ又はタグセットの入力を行うことがで
きるように構成してもよい。
【００７２】
　タグセット変更指示部３０は、マウスやキーボード等からなり、所定の操作により提示
部１８の変更指示ボタン１８ｄ－１を押すことができるように構成されている。なお、タ
グセット変更指示部３０は、提示部１８の変更指示ボタン１８ｄ－１をタッチパネルで構
成した場合には、タッチパネルに接触可能なもので構成できる。
　なお、図示を省略したが、本実施形態の細胞観察情報処理システム１０を備えた細胞観
察情報処理装置本体１は、保存指示ボタン１８ｄ－２を押すための保存指示部も備えてい
る。
【００７３】
　観察情報取得部２０は、１時点での取得指示に対応して、細胞画像、細胞数・細胞密度
・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含む細胞の観察結果を
示す観察情報を取得するように構成されている。より詳しくは、観察情報取得部２０は、
装置本体１に備わる、図示しない画像撮像指示画面からユーザが観察名を入力するととも
に観察情報取得の指示ボタンを押下したときに作動し、装置本体１に備わる、図示しない
撮像装置に観察位置に位置する細胞を含む試料を撮像させ、撮像された細胞画像に対し、
例えば、図示しない画像処理部及び画像解析部を介した画像処理及び解析処理を施すこと
によって、細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データを検出し、例
えば、細胞画像と活性度データと観察名を一つの観察情報として、装置本体１内の図示し
ない記憶領域に一時的に記憶する。なお、観察情報の取得は、取得時点を異ならせて複数
回繰り返すことができる。
【００７４】
　なお、観察情報、ユーザ識別情報、細胞識別情報、装置識別情報は、上述のとおりであ
る。
　また、ユーザによる観察情報における観察対象となっている細胞のメンテナンスのため
の作業に関する情報は、より詳しくは、作業の内容（継代有無情報：継代作業又は非継代
作業）、希釈率、容器種類や容器サイズ、細胞を格納した容器番地のうちの少なくとも一
つ以上を含む識別情報である。
　希釈率とは、培養容器内で培養されている細胞を、継代や実験のために間引くときの間
引き量である。
　また、画像タグは、細胞画像を示すためのタグで、より詳しくは、例えば、提示部１８
に提示される図示しない画像選択入力画面において、小さなサイズで表示されうる画像や
、画像と画像に対応した名称とが一体化した情報である。
　また、活性度データの変化情報は、例えば、複数時点での観察情報に含まれる細胞の活
性度データ（例えば、細胞密度、細胞数、生存率）の変化量（即ち、変化率）であり、例
えば、グラフの傾き等で示すことができる情報である。
【００７５】
　また、細胞観察情報処理装置本体１は、例えば、図示しないシステムのログイン画面を
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備えている。そして、ユーザがシステムのログイン画面において、システムのログインＩ
Ｄやパスワードを入力すると、図示しないユーザＩＤ入力画面が表示される。また、ユー
ザＩＤ入力画面において、ユーザがユーザ識別情報として自己のユーザＩＤを選択入力す
ると、ユーザＩＤが装置本体１内の図示しない記憶領域に一時的に記憶されるとともに、
図示しない画像撮像指示画面が表示され、ユーザが画像撮像指示操作を行うことができる
ように構成されている。なお、図示しないユーザＩＤ入力画面において、ユーザがユーザ
ＩＤ選択入力とともに、システムのログインＩＤやパスワードを入力するように、システ
ムのログイン画面としての機能を兼ね備えた構成としてもよい。
【００７６】
　また、細胞観察情報処理装置本体１は、この他にも、図示を省略したが、候補タグセッ
トを自動的に取得又は生成するに先立ち、所定のユーザＩＤ（更には細胞名）をキーとし
て、記録部１３に保存されている検索用タグ付き観察情報から、当該ユーザＩＤ（更には
細胞名）に該当するデータを抽出する抽出部を備えており、タグ取得部１１の候補タグセ
ット自動取得・生成部１１ａが候補タグセットを取得又は生成する際には、記録部１３に
保存されている第ｎ－１の観察時点の検索用タグ付き観察情報のうち、当該ユーザ等に該
当するデータを参照することができるように構成されている。
【００７７】
　このように構成された第１実施形態の細胞観察情報処理システム１０を用いた、観察情
報の取得から、観察情報に付与すべきタグセットの取得、取得したタグセットを付与した
観察情報の記録部１３への保存までの処理手順を、図５、図６（図７又は図９）を用いて
説明する。なお、ここでは、便宜上、当該ユーザの当該細胞ついての検索用タグ付き観察
情報が過去に記録部１３に記録されていないものとする。
　ユーザが培養している細胞の状態を管理する段階には、培養している細胞の観察情報を
記録部１３に保存する段階と、記録部１３から所望の細胞の観察情報を検索・抽出して細
胞の状態をチェックする段階とがある。観察情報に付与すべきタグセットのユーザによる
取得操作、取得したタグセットを付与した観察情報の記録部１３への保存は、培養してい
る細胞の観察情報を記録部１３に保存する段階において行われる。
【００７８】
　まず、第１回目の観察時点において取得された観察情報に付与する第１のタグセット取
得のための操作手順について説明する。なお、ここでの「第１回目の観察時点」は、上述
のように、例えば同一ユーザ名、同一細胞名を含む、過去の検索用タグ付き観察情報が記
録部１３に保存されていない場合であって、記録部１３に初期保存する観察情報が取得さ
れた観察時点を示すこととする。
【００７９】
　ユーザは、図示しないシステムのログイン画面において、システムのログインＩＤやパ
スワードを入力する。すると、図示しないユーザＩＤ入力画面が表示される。次いで、ユ
ーザは、自己のユーザＩＤ（図５の例では“ユーザ１”とする。）を選択入力する。する
と、ユーザＩＤが装置本体１内の記憶領域に一時的に記憶されるとともに、図示しない画
像撮像指示画面が表示され、ユーザが画像撮像指示操作を行うことができるようになる。
【００８０】
　まず、観察情報取得部２０が、ユーザの画像撮像指示操作により、第１回目（ｎ＝１）
の観察時点に対応した第１の観察情報を取得する（ステップＳ１、Ｓ２）。
　次いで、タグ取得部１１の入力タグセット受付部１１ｄが、提示部１８のタグ入力・表
示画面１８ｃにおいてタグセット入力部２１を介した、第１の観察情報に付与すべき当該
細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情
報を示すタグを含むタグセットの入力をユーザから受け付ける（ステップＳ３、Ｓ４）。
　次いで、タグ取得部１１は、入力タグセット受付部１１ｄを介してユーザから受け付け
たタグセットを第１の観察情報に付与すべきタグセットとして取得する（ステップＳ５）
。
【００８１】
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　その後、保存部１３が、提示部１８においてユーザが保存指示ボタン１８ｄ－２を押し
たときに作動し、タグ取得部１１により取得された当該細胞の継代数を示すタグ又は当該
細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットを
検索用タグとして第１の観察情報に付与する（ステップＳ６）。
　次いで、保存部１２が、第１回目のタグセット付き観察情報を記録部１３に保存する（
ステップＳ７）。なお、本実施形態の細胞観察情報処理システム１０においては、第１回
目のタグセットを記録部１３の他に別の記憶領域に一時的に保存するようにしてもよい。
【００８２】
　次いで、観察情報取得部２０が、ユーザからの観察情報取得処理の終了入力の指示を受
け付ける（ステップＳ８）。
　そして、終了入力の入力がある場合は、処理を終了する（ステップＳ９）。
　一方、終了入力の入力があるない場合は、次の観察時点（ｎ＝ｎ＋１）の観察情報の取
得処理を行う（ステップＳ９、Ｓ１０、Ｓ２）。
【００８３】
　次に、第１回目以後（２≦ｎ）の観察時点において取得された観察情報に付与する第１
のタグセット取得のための操作手順について説明する。
　タグ取得部１１の候補タグセット取得・生成部１１ａが、記録部１３又は一時的に記録
した記憶領域から第ｎ－１の観察情報に付与された第ｎ－１の検索用タグに基づき、当該
細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情
報を示すタグを含む候補タグセットを自動的に取得又は生成する（ステップＳ１１）。
　次いで、タグ取得部１１の候補タグセット出力部１１ｂが、候補タグセット取得・生成
部１１ａにより取得又は生成された候補タグセットを提示部１８のタグ入力・表示画面１
８ｃに出力する（ステップＳ１２）。
　次いで、提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃが、タグ取得部１１の候補タグセット
出力部１１ｂにより出力された候補タグセットを表示する（ステップＳ１３）。
　次いで、タグ取得部１１の変更指示受付部１１ｃが、タグセット変更指示部３０を介し
た、提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃに表示された候補タグセットから他のタグセ
ットへの変更指示をユーザから受け付ける（ステップＳ１４）。
【００８４】
　ここで、ユーザからの他のタグセットへの変更指示がない場合は、タグ取得部１１が、
候補タグセット自動取得・生成部１１ａを介して自動的に取得した候補タグセットを、第
ｎの観察情報に付与すべきタグセットとして取得する（ステップＳ１５、Ｓ１６）以後、
上述のステップＳ６以降と同様の処理を行う。
　一方、ユーザからの他のタグセットへの変更指示がある場合は、タグ取得部１１の入力
タグセット受付部１１ｄが、提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃにおいてタグセット
入力部２１を介した、第１の観察情報に付与すべき当該細胞の継代数を示すタグ又は当該
細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットの
入力をユーザから受け付ける（ステップＳ４）。次いで、タグ取得部１１が、入力タグセ
ット受付部１１ｄを介してユーザから受け付けたタグセットを第１の観察情報に付与すべ
きタグセットとして取得する（ステップＳ５）。以後、上述のステップＳ６以降と同様の
処理を行う。
　これらの処理を、観察情報取得部２０が、ユーザからの観察情報取得処理の終了入力の
指示を受け付けるまで繰り返す。
　ユーザからの観察情報取得処理の終了入力の指示を受け付け、全ての時点の観察情報に
対する検索用タグの付与及び検索用タグ付き観察情報の記録部１３への保存が完了したと
き、培養している細胞の観察情報を記録部に保存する段階での処理が終了する。
【００８５】
　なお、図６の例は、図５の下方に示した検索用タグのうち、ユーザＩＤ、細胞名、細胞
レベル情報（親株又は子株）のタグに対して適用すると、ユーザの操作を格段と減らすこ
とができ有効である。
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　即ち、例えば、ユーザ名などのユーザ識別情報は、タグの内容が一定であり、また、例
えば、細胞種や細胞名などのタグは、現在の観察時点から先も所定期間、何回も繰り返し
て使用する可能性が高く、観察時点が異なっても変動する可能性が少ない。
　しかるに、図６の例のように、前回の観察時点のタグを候補タグセットとして取得して
提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃに表示するようにすれば、ユーザはこれらのタグ
について入力し、あるいは特許文献１に記載の技術のような前回複写ボタンを押下する手
間が省ける。
【００８６】
　また、図６の例のステップＳ１１においてタグ取得部１１の候補タグセット自動取得・
生成部１１ａが、候補タグセットを、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の観察情報に
付与された第ｎ－１の検索用タグに基づき自動的に取得又は生成する構成としては、第ｎ
－１の検索用タグの情報をそのまま取得する構成や、第ｎ－１の検索用タグの情報を基に
して、新たな情報を生成する構成が挙げられる。
　前者は、上述のユーザ名や細胞名などのタグ項目に効果的である。後者は、継代数とし
てのタグ項目に有効である。
【００８７】
　上述のように、当該観察時点（第ｎ）の継代数については、前回の観察時点（第ｎ－１
）における継代有無情報が“継代作業”を示す情報である場合に、前回の観察時点（第ｎ
－１）における継代数に１を加えた値が、当該観察時点（第ｎ）における継代数となる。
　このため、図６の例のステップＳ１１において、タグ取得部１１の候補タグセット自動
取得・生成部１１ａが、前回（第ｎ－１の観察時点）の観察情報に付与された第ｎ－１の
タグセットに含まれる継代数をそのまま、第ｎの観察情報に付与すべき第ｎのタグセット
の候補となる候補タグセットのうちの継代数として自動的に取得するようにしたのでは、
正しい情報が得られず、ユーザによる入力し直しが必要となる。
【００８８】
　例えば、図５の下方に示した第１回目の観察時点における検索用タグに含まれる継代数
は、“１”である。ここで、候補タグセット自動取得・生成部１１ａが、第２回目の観察
時点における候補タグセットのうちの継代数として、第１回目の観察情報に付与された第
ｎ－１のタグセットに含まれる継代数をそのまま取得する構成では、第２回目の観察時点
における候補タグセットに含まれる継代数は“１”が取得されることになり、提示部１８
のタグ入力・表示画面１８ｃにおける継代数を入力・表示するタグ項目欄には、“１”が
表示されることになる。
　しかし、第１回目の観察時点における検索用タグに含まれる継代有無情報は、“継代作
業”を示す情報である。即ち、第１回目の観察時点においては、細胞に対する継代作業が
行われており、第２回目の観察時点における継代数は“２”が正しい値であるため、ユー
ザは、継代数を入力し直す必要が生じる。
【００８９】
　そこで、本実施形態の細胞観察情報処理システム１０では、図６の例のステップＳ１１
に示すように、タグ取得部１１の候補タグセット自動取得・生成部１１ａが、第ｎの観察
情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットに含まれるタグ項目とし
ての継代数に対しては、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の観察情報に付与された第
ｎ－１の検索用タグのうちの継代有無情報に基づき自動的に取得又は生成する機能を有し
て構成されている。
　例えば、候補タグセット自動取得・生成部１１ａは、前回の観察時点（第ｎ－１）にお
ける継代有無情報が“継代作業”を示す情報である場合に、前回の観察時点（第ｎ－１）
における継代数に１を加えた値、前回の観察時点（第ｎ－１）における継代有無情報が“
非継代作業”を示す情報である場合に、前回の観察時点（第ｎ－１）における継代数と同
じ値を第ｎの継代数として自動的に取得又は生成する。
【００９０】
　例えば、図５の下方に示した第１回目の観察時点における検索用タグに含まれる継代有
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無情報が“継代作業”を示す情報である。そこで、候補タグセット自動取得・生成部１１
ａは、第２回目の観察時点における候補タグセットのうちの継代数として、第１回目の観
察時点における継代数に１を加えた値“２”を、候補タグセットに含まれる継代数として
自動的に生成する。
　その結果、２回目の観察時点である観察当日における候補タグセットに含まれるタグ項
目としての継代数の正しい値を自動的に取得することができ、提示部１８のタグ入力・表
示画面１８ｃにおける継代数を入力・表示するタグ項目欄には、“２”が表示されること
になるため、ユーザが継代数を入力し直す必要がなくなり、その分の手間が省ける。
【００９１】
　また、第２回目の観察時点における検索用タグに含まれる継代有無情報が“非継代作業
”を示す情報である。そこで、候補タグセット自動取得・生成部１１ａは、第３回目の観
察時点における候補タグセットのうちの継代数として、第２回目の観察時点における継代
数と同じ値“２”を、候補タグセットに含まれる継代数として自動的に取得する。
　その結果、３回目の観察時点である観察当日における候補タグセットに含まれるタグ項
目としての継代数の正しい値を自動的に取得することができ、提示部１８のタグ入力・表
示画面１８ｃにおける継代数を入力・表示するタグ項目欄には、“２”が表示されること
になるため、ユーザが入力したり、あるいは特許文献１に記載の技術のような前回複写ボ
タンを押下したりする手間が省ける。
【００９２】
　なお、図６の例では、タグ取得部１１の候補タグセット取得・生成部１１ａが、記録部
１３又は一時的に記録した記憶領域から第ｎ－１の観察情報に付与された第ｎ－１の検索
用タグに基づき、候補タグセットを自動的に取得又は生成する（ステップＳ１１）機能を
有して構成したが、タグ取得部１１の候補タグセット取得・生成部１１ａは、第ｎ－１の
観察時点における第ｎ－１の検索用タグ付き観察情報に基づき、第ｎの観察情報に付与す
べき候補タグセットを自動的に取得又は生成する、あるいは、第ｎの観察情報に基づき、
第ｎの観察情報に付与すべき候補タグセットを自動的に取得又は生成する機能も有するこ
とが望ましい。
【００９３】
　図７は図６の一変形例の処理手順を示すフローチャートである。
　図７の例では、タグ取得部１１の候補タグセット取得・生成部１１ａが、第ｎ－１の観
察時点における第ｎ－１の検索用タグ付き観察情報に基づき、第ｎの観察情報に付与すべ
き候補タグセットを自動的に取得又は生成する（ステップＳ１１’）。
　その他の処理ステップは、図６の例と略同じである。
【００９４】
　上述のように、タグセットに含まれるタグ項目には、例えば、継代数や継代有無情報な
ど、所定の観察期間が経過するごとに変更する必要があるタグ項目が存在する。
　ところで、当該観察時点の継代有無情報は、当該観察時点における観察情報に基づいて
算出される活性度データ（細胞数又は細胞密度）の上方閾値に基づいて判別が可能である
。
　例えば、一般に、ユーザは、撮像した画像から得られた細胞の活性度データが所定の細
胞密度、細胞数等の上方閾値に到達しない期間は、細胞に対し非継代作業を行う。
　従って、当該観察時点の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値を
下回る場合には、当該観察時点に細胞に対して行った作業が非継代作業である可能性が非
常に高く、当該観察時点の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値以
上である場合には、当該観察時点に細胞に対して行った作業が継代作業である可能性が非
常に高い。
【００９５】
　例えば、図５の下方に示した第１回目の観察時点（８月１日）における細胞の活性度デ
ータ（細胞数又は細胞密度）は、図８に示すように、所定の細胞密度、細胞数等の上方閾
値以上となる可能性が非常に高い。また、第２回目の観察時点（８月２日）における細胞
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の活性度データ（細胞数又は細胞密度）は、図８に示すように、所定の細胞密度、細胞数
等の上方閾値を下回る可能性が非常に高い。
【００９６】
　そこで、図７の例のように、タグ取得部１１の候補タグセット取得・生成部１１ａが、
が、第ｎの観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットに含まれ
る継代数を、第ｎ－１の観察時点における第ｎ－１の検索用タグ付き観察情報に基づき自
動的に取得又は生成するようにすれば、継代有無情報が検索用タグとして記録部に保存さ
れていなくも、例えば、まず、第ｎ－１の観察時点の細胞の活性度データが所定の細胞密
度、細胞数等の上方閾値を下回る場合には、第ｎ－１の観察時点における継代有無情報を
“非継代作業”を示す情報であると判別し、第ｎ－１の観察時点の細胞の活性度データが
所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値以上である場合には、第ｎ－１の観察時点における
継代有無情報を“継代作業”を示す情報であると判別し、次に、それらの判別結果に基づ
いて、第ｎ－１の観察時点における継代有無情報が“継代作業”を示す情報であると判別
した場合に、第ｎ－１の観察時点における継代数に１を加えた値、第ｎ－１の観察時点に
おける継代有無情報が“非継代作業”を示す情報であると判別した場合に、第ｎ－１の観
察時点における継代数と同じ値を第ｎの継代数として自動的に取得又は生成することで、
観察当日における候補タグセットに含まれるタグ項目としての継代数の正しい値を自動的
に取得することができ、ユーザが入力し直す手間が省ける。
【００９７】
　図９は図６の他の変形例の処理手順を示すフローチャートである。
　図９の例では、タグ取得部１１の候補タグセット取得・生成部１１ａが、第ｎの観察情
報に基づき、第ｎの観察情報に付与すべき候補タグセットを自動的に取得又は生成する（
ステップＳ１１’）。
　その他の処理ステップは、図６の例と略同じである。
　上述のように、当該観察時点（第ｎ）の継代有無情報は、当該観察時点（第ｎ）におけ
る観察情報に基づいて算出される活性度データ（細胞数又は細胞密度）の上方閾値に基づ
いて判別が可能である。
【００９８】
　また、当該観察時点（第ｎ）の継代数は、当該観察時点（第ｎ）における観察情報に基
づいて算出される活性度データ（細胞数又は細胞密度）の下方閾値に基づいて前回（第ｎ
－１）の観察時点の継代有無情報を判別し、判別した第ｎ－１の継代有無情報と、第ｎ－
１の継代数とに基づき、求めることが可能である。
　例えば、上述のように、一般に、ユーザは、撮像した画像から得られた細胞の活性度デ
ータが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値に到達したことが確認されたときに、細胞に
対し継代作業を行う。ここで、継代作業を行った観察日の後で最新の観察日には、新しい
培養容器内の細胞の画像を撮像することによって得られる活性度データは、所定の細胞密
度、細胞数等の下方閾値を下回る。また、継代作業を行った観察日の後で最新の観察日の
次の観察日には、培養容器内の細胞の画像を撮像することによって得られる活性度データ
は、所定の細胞密度、細胞数等の下方閾値以上となる。
　従って、観察当日の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の下方閾値を下回
る場合には、前回の観察時点に細胞に対して行った作業が継代作業である可能性が非常に
高い。
【００９９】
　例えば、図５の下方に示した継代作業を行った観察日である８月１日の後で最新の観察
日である第２回目の観察時点（８月２日）における細胞の活性度データ（細胞数又は細胞
密度）は、図１０に示すように所定の細胞密度、細胞数等の下方閾値を下回る可能性が非
常に高い。また、継代作業を行った観察日の後で最新の観察日の次の観察日である第３回
目の観察時点（８月３日）における細胞の活性度データ（細胞数又は細胞密度）は、図１
０に示すように所定の細胞密度、細胞数等の下方閾値以上となる可能性が非常に高い。
【０１００】
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　そこで、当該観察時点（第ｎ）における観察情報に基づいて算出される活性度データ（
細胞数又は細胞密度）の下方閾値に基づいて前回（第ｎ－１）の観察時点の継代有無情報
を判別し、前回の観察時点に細胞に対して行った作業が継代作業と判別できた場合に、前
回の観察時点における継代数がわかれば、それに１を加えた値が観察当日の継代数となる
。
【０１０１】
　しかるに、図９の例のように、タグ取得部１１の候補タグセット取得・生成部１１ａが
、が、第ｎの観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットを、第
ｎの観察情報に基づき自動的に取得又は生成するようにすれば、例えば、観察当日（第ｎ
の観察時点）の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値を下回る場合
には、観察当日における継代有無情報を“非継代作業”を示す情報であると判別し、観察
当日の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値以上である場合には、
観察当日における継代有無情報を“継代作業”を示す情報であると判別することで、前回
（第ｎ－１の観察時点）の継代有無情報が検索用タグとして記録部１３に保存されていな
くも、観察当日における候補タグセットに含まれるタグ項目としての継代有無情報の正し
い情報をユーザの操作を介することなく、装置が自動的に取得又は生成できる。
【０１０２】
　あるいは、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムのように、タグ取得部１１の
候補タグセット取得・生成部１１ａが、第ｎの観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの
候補となる候補タグセットに含まれるタグ項目としての継代数を、第ｎの観察情報に基づ
き自動的に取得又は生成するようにすれば、例えば、まず、観察当日（第ｎの観察時点）
の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の下方閾値を下回る場合には、第ｎ－
１の観察時点における継代有無情報を“継代作業”を示す情報であると判別し、観察当日
の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の下方閾値以上の場合には、第ｎ－１
の観察時点における継代有無情報を“非継代作業”を示す情報であると判別し、次に、そ
れらの判別結果に基づいて、第ｎ－１の観察時点における継代有無情報が“継代作業”を
示す情報であると判別した場合に、第ｎ－１の観察時点における継代数に１を加えた値、
第ｎ－１の観察時点における継代有無情報が“非継代作業”を示す情報であると判別した
場合に、第ｎ－１の観察時点における継代数と同じ値を第ｎの継代数として自動的に取得
又は生成することで、前回（第ｎ－１の観察時点）の継代有無情報が検索用タグとして記
録部１３に保存されていなくも、観察当日における候補タグセットに含まれるタグ項目と
しての継代数の正しい値を自動的に取得することができ、ユーザが入力し直す手間が省け
る。
　その他、図９の例の処理手順は、観察当日における候補タグセットに含まれるタグ項目
として、観察情報を取得した日時を識別するための日時情報を自動的に取得又は生成する
用途に好適である。
【０１０３】
　なお、図６、図７、図９の例では、便宜上、夫々、別々のフローチャートとして示した
が、第１実施形態の細胞画像観察処理システム１０では、候補タグセット取得・生成部１
１ａが自動的に生成又は取得する候補タグセットの生成又は取得方法を、例えば、第ｎの
ユーザＩＤ、細胞名、細胞種、細胞レベル情報については図６のステップＳ１１の処理を
行う、また、例えば、第ｎの継代数については、図７のステップＳ１１’の処理を行う、
また、例えば、第ｎの継代有無情報（更には第ｎ－１の継代有無情報に基づく第ｎの継代
数）については、図９のステップＳ１１”の処理を行うというように、夫々タグ項目の種
類に応じて処理を異ならせるように制御可能に構成されている。
【０１０４】
　第１実施形態の細胞観察情報処理システム１０によれば、タグ取得部１１が、第ｎの観
察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる候補タグセットを自動的に取得又は生
成し、該自動的に取得又は生成した候補タグセットから他のタグセットへの変更について
のユーザによる指示を受け付け、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨
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の指示を受けないときには、ユーザによる他のタグセットの入力を受け付けずに、自動的
に取得又は生成した候補タグセットを第ｎのタグセットとして取得し、ユーザによる他の
タグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、ユーザによる他のタグセ
ットの入力を受け付け、該受け付けた他のタグセットを第ｎのタグセットとして取得する
ようにした。このため、自動的に取得又は生成された候補タグセットを提示部１８に表示
させることにより、特許文献１に記載の技術のような、ユーザが前回の入力と内容が同一
であるタグを入力するために複写ボタンを毎回選択操作する作業が不要となる。そして、
ユーザは、第ｎの観察情報に付与するための検索用のタグを取得するための入力操作に関
し、提示部１８に表示された候補タグセットについて変更の必要がある場合に、変更を所
望するタグ項目の入力を行うだけで済み、その他のタグ項目についての入力操作が不要と
なる。また、候補タグセットを変更する必要がない場合は、ユーザはタグ項目についての
入力操作が一切不要となる。そして、ユーザが、保存部１２を作動させるための保存ボタ
ン１１ｅ－２を押すことにより、提示部１８に表示された候補タグセットや、変更を所望
するタグ項目のみ入力を行ったタグセットを、第ｎの観察情報に付与すべき検索用タグと
して取得することができるようになる。
　このため、ユーザによるタグの入力作業の操作の手間を格段に減らすことができる。
　その結果、細胞等の観察情報に付与するタグを取得するために要するユーザの操作の手
間と時間を削減することができ、特に、細胞をインキュベータの外部に持ち出した状態で
、細胞の観察結果に付与するタグを取得するための操作を行うような場合に、タグを取得
するために要するユーザの操作の時間が短縮されることによって、細胞に与えるダメージ
を低減でき、正確な実験を担保できる。
【０１０５】
　また、第１実施形態の細胞観察情報処理システム１０によれば、タグ取得部１１が、自
動的に取得又は生成した候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザに
よる指示を受け付けるようにしたので、自動的に取得又は生成した候補タグセット中の少
なくとも一部のタグ項目がユーザの意図とは異なる内容であったとしても、ユーザが提示
部１８に表示された候補タグセットを確認しながら、ユーザの意図とは異なる内容の当該
タグ項目に対して、ユーザが意図する内容に変更入力することができる。その結果、ユー
ザの意図が反映されない、誤った検索用タグを観察情報に付与するリスクを低減すること
ができる。
【０１０６】
　また、第１実施形態の細胞観察情報処理システム１０によれば、タグ取得部１１が、第
ｎ（ｎは２以上の整数）以降の夫々の観察時点に対応して観察情報取得部２０を介して順
次取得された夫々の観察情報に対して付与すべき夫々のタグセットの取得に際しては、ユ
ーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けるまで、ユーザによる
タグセットの入力を受け付けずに、自動的に取得又は生成した候補タグセットを夫々の観
察時点のタグセットとして取得し続け、保存部１２は、観察情報取得部２０により順次取
得された夫々の観察情報に対して、タグ取得部により取得された夫々の観察時点のタグセ
ットを検索用タグとして付与するように構成したので、複数の観察時点の異なる観察情報
の夫々に付与すべき検索用タグを取得するために行なうユーザの操作を極力簡略化するこ
とができる。
【０１０７】
　また、第１実施形態の細胞観察情報処理システム１０によれば、タグ取得部１１が、ユ
ーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたときには、ユーザに
よるタグセットの入力を受け付け、受け付けたタグセットを所定の観察時点のタグセット
として取得し、保存部１２が、所定の観察時点での取得指示に対応して観察情報取得部２
０を介して取得された観察情報に対して、タグ取得部１１により取得された所定の観察時
点のタグセットを検索用タグとして付与するように構成したので、システムが自動的に取
得又は生成した候補タグセットの内容が正しくなく、ユーザがタグセットの変更を所望す
る場合に、随時、ユーザの意図を反映させることができ、全てのタグ付与を自動的に行う



(39) JP 6480668 B2 2019.3.13

10

20

30

40

50

構成において懸念されるような、誤った内容の検索用タグ付き観察情報を記録部１３に保
存される危険性を回避できる。
【０１０８】
　また、第１実施形態の細胞観察情報処理システム１０によれば、タグ取得部１１が、第
ｎ（ｎは２以上の整数）以降の観察時点に対応して観察情報取得部２０を介して順次取得
された夫々の観察情報に対して付与すべき夫々のタグセットの取得に際し、自動的に取得
又は生成した候補タグセットを提示部１８に出力する候補タグセット出力部１１ｂを備え
、提示部１８により提示された候補タグセットを参照したユーザによる、該候補タグセッ
トから他のタグセットへの変更についての指示を受け付けるように構成したので、自動的
に取得又は生成された候補タグセットをユーザが提示部１８を介して肉眼で確認でき、必
要に応じて候補タグセットを他のタグセットへと変更することが可能となる。
【０１０９】
　また、第１実施形態の細胞観察情報処理システム１０によれば、保存部１２が、各観察
時点での取得指示に対応して観察情報取得部２０を介して順次取得された夫々の観察情報
に対して、タグ取得部１１により取得された夫々のタグセットを検索用タグとして順次付
与し、検索用タグを付与した夫々の検索用タグ付き観察情報を記録部１３に順次保存する
ようにしたので、検索用タグとして付与すべきタグセットをリアルタイムに観察情報に付
与して保存することができる。
【０１１０】
第２実施形態
　図１１は本発明の第２実施形態にかかる細胞観察情報処理システムを用いた、観察情報
の取得から、観察情報に付与すべきタグセットの取得、取得したタグセットを付与した観
察情報の記録部への保存までの処理手順の一例を示すフローチャートである。
【０１１１】
　第２実施形態の細胞観察情報処理システム１０の基本構成は、図２に示した第１実施形
態の細胞観察情報処理システム１０と略同じであり、タグ取得部１１における候補タグセ
ット自動取得・生成部１１ａと、タグ取得制御部１１ｅのみ、図２に示した第１実施形態
の細胞観察情報処理システム１０と構成が異なる。
　詳しくは、候補タグセット自動取得・生成部１１ａは、第ｍ（ｍは１以上の整数）の観
察時点での取得指示に対応して観察情報取得部２０により取得された第ｍの観察情報に含
まれる細胞の画像に基づき、第ｍの観察情報に付与すべき候補タグセットを自動的に生成
するように構成されている。
【０１１２】
　タグ取得制御部１１ｅは、候補タグセット自動取得・生成部１１ａを作動させて、第ｍ
の観察情報に付与すべき候補タグセットを自動的に生成させる。また、タグ取得制御部１
１ｅは、候補タグセット出力部１１ｂを作動させて、候補タグセットを提示部１８に出力
させるとともに、変更指示受付部１１ｃを作動させて、候補タグセットから他のタグセッ
トへの変更についてのユーザによる指示を受け付け可能とする。
　そして、タグ取得制御部１１ｅは、変更指示受付部１１ｃがユーザによる他のタグセッ
トへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、入力タグセット受付部１１ｄを
作動させず、候補タグセット自動取得・生成部１１ａにより自動的に生成された候補タグ
セットを第ｍのタグセットとして取得する。
　一方、タグ取得制御部１１ｅは、変更指示受付部１１ｃがユーザによる他のタグセット
への変更をすべきである旨の指示を受けたときには、入力タグセット受付部１１ｄを作動
させて、入力タグセット受付部１１ｄが受け付けた他のタグセットを第ｍのタグセットと
して取得する。
　その他の構成は、第１実施形態の細胞観察情報処理システム１０と略同じである。
【０１１３】
　このように構成された第２実施形態の細胞観察情報処理システム１０を用いた、観察情
報の取得から、観察情報に付与すべきタグセットの取得、取得したタグセットを付与した
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観察情報の記録部１３への保存までの処理手順を、図１１を用いて説明する。
【０１１４】
　観察情報取得部２０が、ユーザの画像撮像指示操作により、第ｍ（ｍは１以上の整数）
の観察時点に対応した第ｍの観察情報を取得する（ステップＳ２１、Ｓ２２）。
次いで、タグ取得部１１の候補タグセット取得・生成部１１ａが、第ｍの観察情報に基づ
き、候補タグセットを自動的に生成する（ステップＳ２３）。
【０１１５】
　ここで、本実施形態の細胞観察情報処理システム１０における候補タグセット取得・生
成部１１ａによる候補タグセットの生成方法について詳述する。
　上述のように、当該観察時点の継代有無情報については、当該観察時点における観察情
報における活性度データ（細胞数又は細胞密度）の上限閾値に基づいて、当該時点での細
胞に対して行う作業が“継代作業”、“非継代作業”のいずれであるかを判別できる。一
般に、ユーザは、撮像した画像から得られた細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞
数等の上方閾値に到達しない期間は、細胞に対し非継代作業を行う。
　従って、観察当日の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値を下回
る場合には、観察当日に細胞に対して行った作業が非継代作業である可能性が非常に高く
、観察当日の細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値以上である場合
には、観察当日に細胞に対して行った作業が継代作業である可能性が非常に高い。
　そこで、候補タグセット取得・生成部１１ａは、観察当日に撮像した画像から得られた
細胞の活性度データが所定の細胞密度、細胞数等の上方閾値に到達したときは、観察当日
に細胞に対して行う作業が“継代作業”であることを示すタグを候補タグセットの一部と
して生成する。
【０１１６】
　次いで、候補タグセット出力部１１ｂが、候補タグセット取得・生成部１１ａにより、
自動的に生成された候補タグセットを提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃに出力する
（ステップＳ２４）。
　次いで、提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃが、タグ取得部１１の候補タグセット
出力部１１ｂにより出力された候補タグセットを表示する（ステップＳ２５）。
　次いで、タグ取得部１１の変更指示受付部１１ｃが、タグセット変更指示部３０を介し
た、提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃに表示された候補タグセットから他のタグセ
ットへの変更指示をユーザから受け付ける（ステップＳ２６）。
【０１１７】
　ここで、ユーザからの他のタグセットへの変更指示がない場合は、タグ取得部１１が、
候補タグセット自動取得・生成部１１ａを介して自動的に生成した候補タグセットを、第
ｍの観察情報に付与すべきタグセットとして取得する（ステップＳ２７、Ｓ２８）。
　一方、ユーザからの他のタグセットへの変更指示がある場合は、タグ取得部１１の入力
タグセット受付部１１ｄが、提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃにおいてタグセット
入力部２１を介した、第１の観察情報に付与すべきタグセットの入力をユーザから受け付
ける（ステップＳ２９）。次いで、タグ取得部１１が、入力タグセット受付部１１ｄを介
してユーザから受け付けたタグセットを第ｍの観察情報に付与すべきタグセットとして取
得する（ステップＳ３０）。
【０１１８】
　次に、保存部１３が、提示部１８においてユーザが保存指示ボタン１８ｄ－２を押した
ときに、タグ取得部１１により取得されたタグセットを検索用タグとして第ｍの観察情報
に付与する。（ステップＳ３１）
　次いで、保存部１３が、第ｍのタグセット付き観察情報を記録部１３に保存する（ステ
ップＳ３２）。
【０１１９】
　次いで、観察情報取得部２０が、ユーザからの観察情報取得処理の終了入力の指示を受
け付ける（ステップＳ３３）。
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　そして、終了入力の入力がある場合は、処理を終了する（ステップＳ３４）。
　一方、終了入力の入力があるない場合は、次の観察時点（ｍ＝ｍ＋１）の観察情報の取
得処理を行う（ステップＳ３４、Ｓ３５、Ｓ２２）。
　これらの処理を、観察情報取得部２０が、ユーザからの観察情報取得処理の終了入力の
指示を受け付けるまで繰り返す。
【０１２０】
　第２実施形態の細胞観察情報処理システム１０によれば、第１回目の観察時点における
ユーザのタグ取得のための入力操作を極力省くことができ、より一層タグ入力の効率を上
げることができる。
【０１２１】
第３実施形態
　図１２は本発明の第３実施形態にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説明図
である。図１３は図１２の細胞観察情報処理システムを用いた、観察情報の取得から、観
察情報に付与すべきタグセットの取得、取得したタグセットを付与した観察情報の記録部
への保存までの処理手順の一例を示すフローチャートである。図１４は図１２の細胞観察
情報処理システムにおける提示部に表示されるタグセット入力・表示画面及び変更指示ボ
タンの一構成例を示す説明図である。
【０１２２】
　第３実施形態の細胞観察情報処理システム１０では、図１２に示すように、タグ取得部
１１は、候補タグセット一括自動取得・生成部１１ａ’と、候補タグセット一括出力部１
１ｂ’と、変更指示一括受付部１１ｃ’と、入力タグセット一括受付部１１ｄ’と、タグ
一括取得制御部１１ｅを有し、複数の観察時点での取得指示に対応して観察情報取得部２
０により取得された複数の観察情報に対して、一括的にタグを取得するための処理を行う
ように構成されている。
【０１２３】
　詳しくは、候補タグセット一括自動取得・生成部１１ａ’は、第１～第ｍの全ての観察
情報に基づき、全ての観察情報の夫々に付与すべき全ての候補タグセットを、順次、自動
的に取得又は生成し、次いで、取得又は生成した夫々の観察情報に付与すべき候補タグセ
ットの全てを装置の作業領域に一括して一時的に記憶する。なお、候補タグセットの取得
又は生成方法は、第１実施形態、第２実施形態の細胞観察情報処理システム１０の夫々に
おけるいずれの方法も用いることが可能である。
　なお、第３実施形態の細胞観察情報処理システム１０における候補タグセット一括自動
取得・生成部１１ａ’が取得又は生成する「第１～第ｍの」観察情報とは、観察情報取得
部２０が複数の観察時点において取得した観察情報を意味し、「第１の」とは、例えば同
一ユーザ名、同一細胞名を含む、過去の検索用タグ付き観察情報が記録部１３に既に保存
されている場合において、未だ記録部１３に保存されていない観察情報のうちで最古の観
察情報を取得した観察時点を相対的に示したものである。従って、「第１の」観察情報は
、記録部１３に保存する初期保存する観察情報に限られたものではない。
【０１２４】
　また、候補タグセット一括出力部１１ｂ’は、候補タグセット一括自動取得・生成部１
１ａ’により一括して自動的に取得又は生成された全ての観察情報の夫々に付与すべき全
ての候補タグセットを提示部１８に一括して出力する。
　また、変更指示一括受付部１１ｃ’は、ユーザからの全ての候補タグセットに対する他
のタグセットへの変更指示を一括して受け付ける。
　また、入力タグセット一括受付部１１ｄ’は、全てのタグセットのうち変更指示一括受
付部１１ｃ’を介して他のタグセットへの変更指示のあったタグセットの入力をユーザか
ら一括して受け付ける。
【０１２５】
　また、タグ一括取得制御部１１ｅ’は、候補タグセット一括自動取得・生成部１１ａ’
を作動させて、第１～第ｍの夫々の観察情報に付与すべき全ての候補タグセットを一括し
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て自動的に取得又は生成させる。また、タグ一括取得制御部１１ｅ’は、候補タグセット
一括出力部１１ｂ’を作動させて、第１～第ｍの夫々の観察情報に付与すべき全ての候補
タグセットを提示部１８に一括して出力させるとともに、変更指示一括受付部１１ｃ’を
作動させて、夫々の候補タグセットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる
指示を一括して受け付け可能にする。
　そして、タグ一括取得制御部１１ｅ’は、変更指示一括受付部１１ｃ’がユーザによる
他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、入力タグセット一
括受付部１１ｄ’を作動させず、候補タグセット一括自動取得・生成部１１ａ’により一
括して自動的に生成された候補タグセットを第１～第ｍの夫々のタグセットとして一括し
て取得する。
　一方、タグ一括取得制御部１１ｅ’は、変更指示一括受付部１１ｃ’がユーザによる他
のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を一括して受けたときには、入力タグセッ
ト一括受付部１１ｄ’を作動させて、入力タグセット一括受付部１１ｄ’が一括して受け
付けた他のタグセットを含む第１～第ｍの夫々のタグセットを一括して取得する。
　その他の構成は、第１実施形態の細胞観察情報処理システム１０と略同じである。
【０１２６】
　このように構成された第３実施形態の細胞観察情報処理システムを用いた、観察情報の
取得から、観察情報に付与すべきタグセットの取得、取得したタグセットを付与した観察
情報の記録部１３への保存までの処理手順を、図１２及び図１３を用いて説明する。
【０１２７】
　まず、観察情報取得部２０が、ユーザからの観察情報取得処理の終了入力の指示を受け
付けるまで、ユーザの画像撮像指示操作により、第１～第ｍの観察時点に対応した第１～
第ｍの観察情報を取得する（ステップＳ４２～Ｓ４４）。
【０１２８】
　全ての観察時点の観察情報取得処理が終了後（ステップＳ４３）、候補タグセット一括
自動取得・生成部１１ａ’が、第１～第ｍの全ての観察情報に基づき、全ての観察情報の
夫々に付与すべき全ての候補タグセットを一括して自動的に取得又は生成する（ステップ
Ｓ４５）。
　次いで、候補タグセット一括出力部１１ｂ’が、候補タグセット一括自動取得・生成部
１１ａ’により一括して自動的に取得又は生成された全ての観察情報の夫々に付与すべき
全ての候補タグセットを提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃに一括して出力する（ス
テップＳ４６）。
【０１２９】
　図１４は全ての候補タグセット（ここでは便宜上、第１～第６のタグセットとする）を
提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃが一括して表示するときの表示態様の一例を示し
ている。
　図１４の例では、提示部１８は、タグ入力・表示画面１８ｃ１～１８ｃ６に表示された
全ての観察時点の候補タグセットの夫々に対し、他のタグセットへの変更を指示する変更
指示ボタン１８ｄ－１１～１８ｄ－１６を備えており、ユーザは、全ての観察時点の候補
タグセットのうち、他のタグセットへの変更を所望する候補タグセットに対応する変更指
示ボタン１８ｄ－１ｎ（図１４では便宜上、ｎ：１～６）を押すことができるようになっ
ている。
　そして、変更指示一括受付部１１ｃ’は、ユーザからの全ての候補タグセットに対する
他のタグセットへの変更指示を一括して受け付ける（ステップＳ４８）。
【０１３０】
　ここで、タグ取得部１１のタグ取得一括制御部１１ｅ’は、変更指示一括受付部１１ｃ
’がユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、
入力タグセット一括受付部１１ｄ’を作動させず、候補タグセット一括自動取得・生成部
１１ａ’により一括して自動的に取得又は生成された候補タグセットを第１～第ｍの夫々
のタグセットとして一括して取得する（ステップＳ４９、Ｓ５０）。
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　一方、タグ取得部１１のタグ取得一括制御部１１ｅ’は、変更指示一括受付部１１ｃ’
がユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を一括して受けたときに
は、入力タグセット一括受付部１１ｄ’を作動させる。そして、入力タグセット一括受付
部１１ｄ’が、変更指示を受けた当該観察時点の候補タグセットが表示されているタグ入
力・表示画面１８ｃ－ｎにおいて他のタグセットへの入力を受け付ける（ステップＳ５１
）。他のタグセットへの入力を一括して受け付けた後、ユーザにより入力された他のタグ
セットを含む第１～第ｍの夫々のタグセットを一括して取得する（ステップＳ５２）。
【０１３１】
　次に、保存部１３が、提示部１８においてユーザが保存指示ボタン１８ｄ－２を押した
ときに、タグ取得部１１により取得されたタグセットを検索用タグとして第１～第ｍの全
ての観察情報に一括して付与する。（ステップＳ５３）
　次いで、保存部１３が、第１～第ｍの全てのタグセット付き観察情報を記録部１３に一
括して保存する（ステップＳ５４）。
【０１３２】
　第３実施形態の細胞観察情報処理システム１０によれば、複数の観察時点での取得指示
に対応して観察情報取得部２０により取得された複数の観察情報に対して、一括的にタグ
を取得するための処理を行うように構成したので、観察情報に検索用タグとしてのタグセ
ットを付与して保存する時点を、観察情報を取得する時点と異ならせることができ、細胞
の観察情報を取得する時点においては、取得した観察情報に検索用タグとしてタグセット
を付与するための処理を省くことができる。これにより、細胞をインキュベータの外部に
出しておく時間を短縮化でき、観察情報取得時に細胞に与えるダメージを極力抑えること
ができる。
　また、ユーザは、複数の観察情報に付与すべき検索用タグとしてのタグセットを取得す
る際に、時間をかけて夫々のタグセットの入力誤りをチェックすることができるようにな
る。
　さらに、ユーザは、保存指示ボタン１８ｄ－２を１回押すと、検索用タグを付与した複
数の検索用タグ付き観察情報を一括して記録部１３に保存させることができることにより
、保存指示操作の手間が低減される。
　その他の作用効果は、第１又は第２実施形態の細胞観察情報処理システム１０と略同じ
である。
【０１３３】
第４実施形態
　図１５は本発明の第４実施形態にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説明図
である。図１６は図１５の細胞観察情報処理システムにおけるタグセット表示・入力画面
を備えた提示部の一構成例を示す説明図である。
【０１３４】
　第４実施形態の細胞観察情報処理システム１０は、図１５に示すように、第１～第３実
施形態の細胞観察処理システムの構成に加えて、入力タグセット受付部１１ｄが、非毎回
入力タグ受付部１１ｄ１と、毎回入力タグ受付部１１ｄ２を有するとともに、タグ取得部
１１が、非毎回入力タグと、毎回入力タグを、夫々タグセットの一部として取得するよう
に構成されている。
　非毎回入力タグ受付部１１ｄ１は、ユーザによる非毎回入力タグの入力を受け付けるよ
うに構成されている。非毎回入力タグは、後述する毎回入力タグと比較して、観察時点ご
との取得指示に対応して観察情報取得部を介して取得された夫々の観察情報に対し付与す
べき検索用タグとして、タグ入力・表示画面１８ｃにおいて、ユーザによる入力の必要性
が低いタグである。非毎回入力タグとしては、例えば、観察情報における観察対象となっ
ている細胞の観察を行うユーザを識別するためのユーザ識別情報（例えば、ユーザＩＤ）
を示すタグ、観察情報における観察対象となっている細胞を識別するための細胞識別情報
（例えば、細胞名、細胞種、継代数又は親株もしくは子株であることを識別するための細
胞レベル情報）を示すタグ又は観察情報を取得するために用いた装置を識別するための装



(44) JP 6480668 B2 2019.3.13

10

20

30

40

50

置識別情報を示すタグが挙げられる。
　非毎回入力タグ受付部１１ｄ１の構成は、第１～第３実施形態の細胞観察情報処理シス
テム１０におけるタグ受付部１１ｄの構成と略同じである。
【０１３５】
　毎回入力タグ受付部１１ｄ２は、ユーザによる毎回タグの入力を受け付けるように構成
されている。毎回入力タグは、観察時点ごとの取得指示に対応して前記観察情報取得部を
介して取得された夫々の前記観察情報に対し付与すべき検索用タグとして、ユーザによる
入力の必要性が高いタグである。毎回入力タグとしては、例えば、コメント情報が挙げら
れる。
【０１３６】
　また、上記構成に対応して、提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃは、図１６に示す
ように、非毎回入力タグ入力・表示画面１８ｃ－１と、毎回入力タグ入力・表示画面１８
ｃ－２を有している。
　また、候補タグセット出力部１１ｂは、候補タグセット自動取得・生成部１１ａが自動
的に取得又は生成した候補タグセットのうち、非毎回入力タグを提示部１８の非毎回入力
タグ入力・表示画面１８ｃ－１に出力し、毎回入力タグを提示部１８の毎回入力タグ入力
・表示画面１８ｃ－２に出力するように構成されている。
　その他の構成は、第１～第３実施形態の細胞観察情報処理システムと略同じである。
【０１３７】
　このように構成された第４実施形態の細胞観察情報処理システムを用いた、観察情報の
取得から、観察情報に付与すべきタグセットの取得、取得したタグセットを付与した観察
情報の記録部１３への保存までの処理手順を、図１７、図１８の夫々の例について説明す
る。
　なお、図１７は第１実施形態の細胞観察情報処理システム１０を基にして、第４実施形
態の細胞観察情報処理システム１０を構成した場合の処理手順の一例を示す図、図１８は
図１７の変形例として、第２実施形態の細胞観察情報処理システム１０を基にして、第４
実施形態の細胞観察情報処理システム１０の処理手順を構成した一例を示す図である。
【０１３８】
　図１７の例における処理手順について説明する。なお、図１７の例は、便宜上、第１実
施形態の細胞観察情報処理システム１０における図６の例を基にして、第４実施形態の細
胞観察情報処理システム１０の処理手順を構成したが、図７又は図９の例を基にして、第
４実施形態の細胞観察情報処理システム１０の処理手順を構成してもよい。
　まず、第１回目の観察時点において取得された観察情報に付与する第１のタグセット取
得のための操作手順について説明する。
　観察情報取得部２０による第１の観察情報の取得（ステップＳ１、Ｓ２）後、タグ取得
部１１の非毎回入力タグセット受付部１１ｄ１が、提示部１８のタグ入力・表示画面１８
ｃの非毎回入力タグ入力・表示画面１８ｃ－１においてタグセット入力部２１を介した、
第１の観察情報に付与すべき非毎回入力タグの入力をユーザから受け付ける（ステップＳ
３、Ｓ４’）。
　次いで、タグ取得部１１が、非毎回入力タグセット受付部１１ｄ１を介してユーザから
受け付けた非毎回入力タグを第１の観察情報に付与すべきタグセットの一部として取得す
る（ステップＳ５’）。
【０１３９】
　次いで、タグ取得部１１の毎回入力タグセット受付部１１ｄ２が、提示部１８のタグ入
力・表示画面１８ｃの毎回入力タグ入力・表示画面１８ｃ－２においてタグセット入力部
２１を介した、第１の観察情報に付与すべき毎回入力タグの入力をユーザから受け付ける
（ステップＳ５０）。
　次いで、タグ取得部１１が、毎回入力タグセット受付部１１ｄ２を介してユーザから受
け付けた毎回入力タグを第１の観察情報に付与すべきタグセットの一部として取得する（
ステップＳ５１）。
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【０１４０】
　次に、保存部１３が、提示部１８においてユーザが保存指示ボタン１８ｄ－２を押した
ときに、タグ取得部１１により取得された、非毎回入力タグと毎回入力タグを含むタグセ
ットを、検索用タグとして第１の観察情報に付与する。（ステップＳ６’）。
【０１４１】
　次いで、第１実施形態の観察情報処理システムと略同様に、保存部１３が第１回目のタ
グセット付き観察情報を記録部１３へ保存（ステップＳ７）し、観察情報取得部２０がユ
ーザからの観察情報取得処理の終了入力の指示を受け付ける（ステップＳ８、Ｓ９、Ｓ１
０）。
【０１４２】
　次に、第１回目以後（２≦ｎ）の観察時点において取得された観察情報に付与する第１
のタグセット取得のための操作手順について説明する。
　タグ取得部１１の候補タグセット取得・生成部１１ａによる候補タグセットの取得（ス
テップＳ１１）、候補タグセット出力部１１ｂによる提示部１８への候補タグセットの出
力（ステップＳ１２）、提示部１８による候補タグセットの表示（ステップＳ１３）、変
更指示受付部１１ｃによるユーザからの他のタグセットへの変更指示の受付（ステップＳ
１４）までの処理手順は、図６、図７、図９に示した第１実施形態の細胞観察情報処理シ
ステム１０における処理手順と略同じである。
【０１４３】
　ユーザからの他のタグセットへの変更指示がない場合は、タグ取得部１１が、候補タグ
セット自動取得・生成部１１ａを介して自動的に取得した候補タグセットに含まれる非毎
回入力タグを、第ｎの観察情報に付与すべきタグセットの一部として取得する（ステップ
Ｓ１５、Ｓ１６’）。次いで、タグ取得部１１の毎回入力タグセット受付部１１ｄ２が、
提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃの毎回入力タグ入力・表示画面１８ｃ－２におい
てタグセット入力部２１を介した、第ｎの観察情報に付与すべき毎回入力タグの入力をユ
ーザから受け付ける（ステップＳ５０）。次いで、タグ取得部１１が、毎回入力タグセッ
ト受付部１１ｄ２を介してユーザから受け付けた毎回入力タグを第ｎの観察情報に付与す
べきタグセットの一部として取得する（ステップＳ５１）。以後、上述のステップＳ６’
以降と同様の処理を行う。
【０１４４】
　一方、ユーザからの他のタグセットへの変更指示がある場合は、タグ取得部１１の非毎
回入力タグ受付部１１ｄ１が、提示部１８の非毎回タグ入力・表示画面１８ｃ－１におい
てタグセット入力部２１を介した、第ｎの観察情報に付与すべき非毎回入力タグの入力を
ユーザから受け付ける（ステップＳ４’）。次いで、タグ取得部１１が、非毎回入力タグ
受付部１１ｄ１を介してユーザから受け付けた非毎回入力タグを第ｎの観察情報に付与す
べきタグセットの一部として取得する（ステップＳ５’）。次いで、タグ取得部１１の毎
回入力タグセット受付部１１ｄ２が、提示部１８のタグ入力・表示画面１８ｃの毎回入力
タグ入力・表示画面１８ｃ－２においてタグセット入力部２１を介した、第ｎの観察情報
に付与すべき毎回入力タグの入力をユーザから受け付ける（ステップＳ５０）。次いで、
タグ取得部１１が、毎回入力タグセット受付部１１ｄ２を介してユーザから受け付けた毎
回入力タグを第ｎの観察情報に付与すべきタグセットの一部として取得する（ステップＳ
５１）。以後、上述のステップＳ６’以降と同様の処理を行う。
　これらの処理を、観察情報取得部２０が、ユーザからの観察情報取得処理の終了入力の
指示を受け付けるまで繰り返す。
【０１４５】
　次に、図１８の例における処理手順について説明する。
　観察情報取得部２０による第ｍ（ｍは１以上の整数）の観察情報の取得（ステップＳ２
２）、タグ取得部１１の候補タグセット取得・生成部１１ａによる候補タグセットの自動
生成（ステップＳ２３）、候補タグセット出力部１１ｂによる提示部１８への候補タグセ
ットの出力（ステップＳ２４）、提示部１８による候補タグセットの表示（ステップＳ２
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５）、変更指示受付部１１ｃによるユーザからの他のタグセットへの変更指示の受付（ス
テップＳ２５）までの処理手順は、図１１に示した第２実施形態の細胞観察情報処理シス
テム１０における処理手順と略同じである。
【０１４６】
　ユーザからの他のタグセットへの変更指示がない場合は、タグ取得部１１が、候補タグ
セット自動取得・生成部１１ａを介して自動的に取得した候補タグセットに含まれる非毎
回入力タグを、第ｍの観察情報に付与すべきタグセットの一部として取得する（ステップ
Ｓ２７、Ｓ２８’）。
　一方、ユーザからの他のタグセットへの変更指示がある場合は、タグ取得部１１の非毎
回入力タグ受付部１１ｄ１が、提示部１８の非毎回タグ入力・表示画面１８ｃ－１におい
てタグセット入力部２１を介した、第ｍの観察情報に付与すべき非毎回入力タグの入力を
ユーザから受け付ける（ステップＳ２９’）。次いで、タグ取得部１１が、非毎回入力タ
グ受付部１１ｄ１を介してユーザから受け付けた非毎回入力タグを第ｎの観察情報に付与
すべきタグセットの一部として取得する（ステップＳ３０’）。
【０１４７】
　次いで、タグ取得部１１の毎回入力タグセット受付部１１ｄ２が、提示部１８のタグ入
力・表示画面１８ｃの毎回入力タグ入力・表示画面１８ｃ－２においてタグセット入力部
２１を介した、第ｍの観察情報に付与すべき毎回入力タグの入力をユーザから受け付ける
（ステップＳ６０）。
　次いで、タグ取得部１１が、毎回入力タグセット受付部１１ｄ２を介してユーザから受
け付けた毎回入力タグを第ｍの観察情報に付与すべきタグセットの一部として取得する（
ステップＳ６１）。
【０１４８】
　次に、保存部１３が、提示部１８においてユーザが保存指示ボタン１８ｄ－２を押した
ときに、タグ取得部１１により取得された、非毎回入力タグと毎回入力タグを含むタグセ
ットを、検索用タグとして第ｍの観察情報に付与する。（ステップＳ３１’）。
【０１４９】
　次いで、第２実施形態の観察情報処理システムと略同様に、保存部１３が第ｍのタグセ
ット付き観察情報を記録部１３へ保存（ステップＳ３２）し、観察情報取得部２０がユー
ザからの観察情報取得処理の終了入力の指示を受け付ける（ステップＳ３３、Ｓ３４、Ｓ
３５）。
　これらの処理を、観察情報取得部２０が、ユーザからの観察情報取得処理の終了入力の
指示を受け付けるまで繰り返す。
【０１５０】
　第４実施形態の細胞観察情報処理システム１０によれば、タグセットが、さらに、観察
時点ごとの取得指示に対応して観察情報取得部２０を介して取得された夫々の観察情報に
対し付与すべき検索用タグとして、ユーザによる入力の必要性が高い毎回入力タグを含み
、タグ取得部１１を、毎回入力タグの入力を受け付け、受け付けた毎回入力タグを第ｎの
タグセットの一部として取得するように構成したので、ユーザによる毎回入力の必要性の
高いタグのみをユーザの入力とし、その他のタグについては候補タグセットを提示部１８
に表示にするようにし、必要に応じて変更入力ができるようにすることができ、ユーザに
よるタグの入力を必要最小限度に抑えることができる。
【０１５１】
　また、第４実施形態の細胞観察情報処理システム１０によれば、タグセットが、さらに
、毎回入力タグと比較して、観察時点ごとの取得指示に対応して観察情報取得部２０を介
して取得された夫々の観察情報に対し付与すべき検索用タグとして、ユーザによる入力の
必要性が低い非毎回入力タグを含み、タグ取得部１１を、第ｎ（又は第ｍ）の観察時点で
の取得指示に対応して観察情報取得部２０を介して取得された第ｎ（又は第ｍ）の観察情
報に対して付与すべき第ｎ（又は第ｍ）のタグセットの取得に際して、ユーザによる他の
タグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユーザによる非毎回入
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力タグの入力を受け付けずに、自動的に取得又は生成した候補タグセットに含まれる非毎
回入力タグを第ｎのタグセットの一部として取得するようにして、毎回入力タグと非毎回
入力タグとにおいて、タグの入力処理制御を異ならせたので、上述のユーザによるタグの
入力を必要最小限度に抑えることが具現化できる。
【０１５２】
　なお、上記各実施形態では、図示しないユーザＩＤ入力画面を設けて、ユーザがその画
面を介してユーザＩＤなどの絞込み条件を設定するよう構成したが、本発明の実施形態は
、このような構成に限られるものではない。例えば、他の画面として、図示しない絞込み
条件入力設定・変更画面を設けてユーザが所望の絞込み条件を入力、あるいは、例えば、
図示しない絞込み条件選択設定・変更画面を設けてユーザが所望の絞込み条件を選択する
ことにより、任意に設定・変更することができるようにしてもよい。また、例えば、本発
明の実施形態の細胞観察情報処理システムのコンピュータを作動させるソフトウェアに予
め所定の絞込み条件が初期設定されていてもよい。
【０１５３】
　また、図２の細胞観察情報処理装置本体１は、この他にも、図示しない検索条件指定画
面を備えており、検索用タグ付き観察情報に付与されている検索用タグのうち、例えば、
ユーザ識別情報としてのユーザＩＤ、細胞識別情報としての細胞名，細胞レベル情報（親
株／子株）、ユーザによる細胞のメンテナンスのための作業に関する情報としての作業内
容、装置識別情報としての装置ＩＤ、活性度データの変化情報としての活性度変化量等の
うちの少なくとも一つ以上を含む情報を検索条件として指定できるようになっている。
　また、細胞観察情報処理システム１０は、図示しない検索条件取得部と観察データ抽出
部を有している。検索条件取得部は、検索条件指定画面においてユーザが入力した情報に
加えて、例えば、活性度データや日時情報等を組み合わせたものを検索条件として取得す
る。観察データ抽出部は、検索条件取得部により取得された検索条件を用いて記録部１３
を検索し、検索条件に合致する検索用タグが付与されている検索用タグ付き観察情報を含
むデータを、記録部１３から抽出する。観察データ抽出部が抽出した検索用タグ付き観察
情報を含むデータは、検索条件取得部により取得された検索条件に応じた表示態様で図示
しない表示画面に表示されるようになっている。
　そして、これら検索条件指定画面におけるユーザによる検索条件の入力、検索条件取得
部による検索条件の取得、観察データ抽出部による検索用タグ付き観察情報を含むデータ
の抽出、表示画面への表示を経て、記録部１３から所望の細胞の観察情報を検索・抽出し
て細胞の状態をチェックする段階での処理を行うことができるようになっている。
【０１５４】
　このように、本発明の幾つかの実施形態によれば、細胞等の観察情報に付与するタグの
取得に要するユーザの操作の手間と時間を極力削減可能な、細胞観察情報処理システム、
細胞観察情報処理方法、細胞観察情報処理プログラム、細胞観察情報処理システムに備わ
る記録部、細胞観察情報処理システムに備わる装置が得られる。
【０１５５】
　以上、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムの実施形態を説明したが、本発明
の実施形態の細胞観察情報処理システムは、例えば、装置本体１に設けられたコンピュー
タを、１時点での取得指示に対応して観察情報取得部２０を介して取得された、細胞画像
、細胞数・細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度データ、観察名を含
む細胞の観察結果を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、該検索用タグを付与
した検索用タグ付き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るための検索用タグと
して、観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを識別するための
ユーザ識別情報を示すタグ、観察情報における観察対象となっている細胞を識別するため
の情報であって当該細胞の継代数を少なくとも含む細胞識別情報を示すタグ、観察情報を
取得した日時を識別するための日時情報を示すタグ、ユーザによる観察情報における観察
対象となっている細胞のメンテナンスのための作業に関する情報であって当該細胞に対す
る継代作業の有無を示す継代有無情報を含む情報を示すタグ、観察情報を取得するために
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用いた装置を識別するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での観察情報に含まれる
細胞の活性度データの変化量である活性度データの変化情報を示すタグ及び観察情報に含
まれる細胞画像を示すための画像タグのうちの少なくとも当該細胞の継代数を示すタグ又
は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグか
らなるタグセットを取得するタグ取得手段、各時点での取得指示に対応して観察情報取得
部２０を介して取得された夫々の観察情報に対して、タグ取得部により取得された当該細
胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報
を示すタグを含むタグセットを検索用タグとして付与し、該検索用タグを付与した検索用
タグ付き観察情報を記録部１３に保存する保存手段、として機能させるための細胞観察情
報処理プログラムであって、タグ取得手段は、第１の観察時点での取得指示に対応して観
察情報取得部２０を介して取得された第１の観察情報に対して付与すべき第１のタグセッ
トの取得に際しては、ユーザによる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を
示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含むタグセットの入力を受け付け
、該受け付けたタグセットを第１のタグセットとして取得し、第ｎ（ｎは２以上の整数）
の観察時点での取得指示に対応して観察情報取得部２０を介して取得された第ｎの観察情
報に対して付与すべき第ｎのタグセットの取得に際しては、第ｎ－１の観察時点における
第ｎ－１の検索用タグ付き観察情報に付与された第ｎ－１の検索用タグに含まれる当該細
胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグ、第ｎ－１の観察時点
における第ｎ－１の検索用タグ付き観察情報に含まれる当該細胞の継代数を示すタグと当
該細胞の活性度データ、第ｎの観察情報に含まれる当該細胞の活性度データと第ｎ－１の
前記検索用タグに含まれる当該細胞の継代数を示すタグの少なくともいずれかに基づき、
第ｎの観察情報に付与すべき第ｎのタグセットの候補となる当該細胞の継代数を示すタグ
又は当該細胞の継代数を示すタグと当該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含む候補
タグセットを自動的に取得又は生成し、該自動的に取得又は生成した候補タグセットから
他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を受け付け、ユーザによる他のタグ
セットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユーザによる他のタグセッ
トの入力を受け付けずに、自動的に取得又は生成した候補タグセットを第ｎのタグセット
として取得し、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたと
きには、ユーザによる当該細胞の継代数を示すタグ又は当該細胞の継代数を示すタグと当
該細胞に対する継代有無情報を示すタグを含む他のタグセットの入力を受け付け、該受け
付けた他のタグセットを第ｎのタグセットとして取得する細胞観察情報処理プログラムで
構成してもよい。
【０１５６】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムは、例えば、装置本体１に設けら
れたコンピュータを、１時点での取得指示に対応して観察情報取得部２０を介して取得さ
れた、細胞画像、細胞数・細胞密度・形状・生存率などの細胞の活性度を示す活性度デー
タ、観察名を含む細胞の観察結果を示す観察情報に付与すべき検索用タグであって、該検
索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を検索することで所望の観察情報を得るため
の検索用タグとして、観察情報における観察対象となっている細胞の観察を行うユーザを
識別するためのユーザ識別情報を示すタグ、観察情報における観察対象となっている細胞
を識別するための細胞識別情報を示すタグ、観察情報を取得した日時を識別するための日
時情報を示すタグ、ユーザによる観察情報における観察対象となっている細胞のメンテナ
ンスのための作業に関する情報を示すタグ、観察情報を取得するために用いた装置を識別
するための装置識別情報を示すタグ、複数時点での観察情報に含まれる細胞の活性度デー
タの変化量である活性度データの変化情報を示すタグ及び観察情報に含まれる細胞画像を
示すための画像タグのうちの少なくとも一つ以上のタグからなるタグセットを取得するタ
グ取得手段、各時点での取得指示に対応して観察情報取得部２０を介して取得された夫々
の観察情報に対して、タグ取得部により取得されたタグセットを検索用タグとして付与し
、該検索用タグを付与した検索用タグ付き観察情報を記録部１３に保存する保存手段、と
して機能させるための細胞情報観察処理プログラムであって、タグ取得手段は、第ｍ（ｍ
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は１以上の整数）の観察時点での取得指示に対応して観察情報取得部２０により取得され
た第ｍの観察情報に含まれる細胞の画像に基づき、第ｍの観察情報に付与すべき第ｍのタ
グセットの候補となる候補タグセットを自動的に生成し、該自動的に生成した候補タグセ
ットから他のタグセットへの変更についてのユーザによる指示を受け付け、ユーザによる
他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けないときには、ユーザによる他の
タグセットの入力を受け付けずに、自動的に生成した候補タグセットを第ｍのタグセット
として取得し、ユーザによる他のタグセットへの変更をすべきである旨の指示を受けたと
きには、ユーザによる他のタグセットの入力を受け付け、該受け付けた他のタグセットを
第ｍのタグセットとして取得する細胞情報観察処理プログラムで構成してもよい。
【０１５７】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムは、細胞観察情報処理プログラム
を装置本体１に設けられたコンピュータに備える構成の他にも、例えば、装置本体１に設
けられたコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録した構成であってもよい。
【０１５８】
　また、本発明の実施形態の細胞観察情報処理システムは、例えば、図２に示したように
、タグ取得部１１と、保存部１２とが、記録部１３、提示部１８、タグセット入力部２１
、タグセット変更指示部３０、観察情報取得部２０とともに、一つの装置本体１に備える
構成に限定されるものではなく、例えば、図１９、図２０に変形例として示すように、タ
グ取得部１１および保存部１２を、複数の装置に分散して設ける構成としてもよい。
【０１５９】
　図１９は本発明の一変形例にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説明図であ
る。
　本変形例の細胞観察情報処理システム１０は、タグ取得部１１が観察情報取得部２０と
ともに観察処理装置１ａに、保存部１２が記録部１３とともに記録処理装置１ｂに、提示
部１８、タグセット入力部２１、タグセット変更指示部３０がモニタ装置１ｃに、夫々備
えられている。
　観察処理装置１ａは、例えば、撮像装置とコンピュータを備えた顕微鏡装置で構成され
ている。
　記録処理装置１ｂは、例えば、データベースファイルを格納した記憶装置とコンピュー
タを内蔵して構成されている。
　モニタ装置１ｃは、例えば、データベースソフトウェアを備えたコンピュータを内蔵し
た表示装置で構成されている。
　観察処理装置１ａと記録処理装置１ｂ、モニタ装置１ｃと観察処理装置１ａは、互いに
ネットワーク接続されている。
　タグ取得部１１、保存部１２、記録部１３、提示部１８、タグセット入力部２１、タグ
セット変更指示部３０、観察情報取得部２０の構成は、図２に示した第１実施形態におけ
る構成と略同じである。
【０１６０】
　このように構成された図１９の細胞観察情報処理システム１０は、培養している細胞の
観察情報を記録部１３に保存する段階では、観察処理装置１ａに備わる観察情報取得部２
０がユーザによる１時点での取得指示に対応して観察情報を取得する。次いで、タグ取得
部１１が、候補タグセットを自動的に取得又は生成し、ネットワーク回線を経由して、モ
ニタ装置１ｃに備わる提示部１８に出力し、提示部１８に表示されたタグセットに対する
ユーザからの変更指示、タグセットの入力受付を経たタグを、観察情報取得部２０を介し
て取得された観察情報を検索するための検索用タグとして取得する。次いで、提示部１８
の保存指示ボタンがユーザにより押されたときに、ネットワーク回線を経由して、記録処
理装置１ｂに備わる保存部１２がタグ取得部１１により取得されたタグセットを検索用タ
グとして、観察情報に付与し、記録部１３に検索用タグ付き観察情報を保存する。
【０１６１】
　図１９の細胞観察情報処理システム１０によれば、細胞観察情報処理システム１０を構



(50) JP 6480668 B2 2019.3.13

10

20

30

40

50

成するタグ取得部１１、保存部１２を、複数の装置１ａ、１ｂに分散して備えたので、個
々の装置を小型・簡素化することができる。
【０１６２】
　図２０は本発明の他の変形例にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説明図で
ある。
　本変形例の細胞観察情報処理システム１０は、複数の観察処理装置１ａ－１、１ａ－ｎ
（ｎは２以上の整数。図２０では便宜上、ｎ＝２）によって観察情報が取得され、夫々の
観察処理装置１ａ－１、１ａ－ｎにより取得された観察データを一括して管理する構成と
なっている。
　詳しくは、図２０の細胞観察情報処理システム１０では、複数の観察処理装置１ａ－１
、１ａ－ｎの夫々が、観察情報取得部２０と、タグ取得部１１を備えている。
　その他の構成は、図１９の細胞観察情報処理システム１７と略同じである。
【０１６３】
　このように構成された図２０の細胞観察情報処理システム１０は、培養している細胞の
観察情報を記録部１３に保存する段階では、複数の観察処理装置１ａ－１、１ａ－２の夫
々において、観察情報取得部２０がユーザによる１時点での取得指示に対応して観察情報
を取得する。そして、観察処理装置１ａ－１、１ａ－２の夫々のタグ取得部１１が、候補
タグセットを自動的に取得又は生成し、ネットワーク回線を経由して、モニタ装置１ｃに
備わる提示部１８に出力し、提示部１８に表示されたタグセットに対するユーザからの変
更指示、タグセットの入力受付を経たタグを、夫々の観察処理装置１ａ－１、１ａ－２に
備わる観察情報取得部２０を介して取得された観察情報を検索するための検索用タグとし
て取得する。次いで、提示部１８の保存指示ボタンがユーザにより押されたときに、ネッ
トワーク回線を経由して、記録処理装置１ｂに備わる保存部１２がタグ取得部１１により
取得されたタグセットを検索用タグとして、夫々の観察処理装置１ａ－１、１ａ－２に備
わる観察情報取得部２０を介して取得された観察情報に付与し、記録部１３に検索用タグ
付き観察情報を保存する。
【０１６４】
　図２０の細胞観察情報処理システム１０によれば、複数の観察処理装置１ａ－１、１ａ
－ｎによって観察情報が取得され、夫々の観察処理装置１ａ－１、１ａ－ｎにより取得さ
れた観察データを集中して管理する構成としたので、ユーザが一つの観察処理装置１ａ－
ｎの配置に拘束されることなく、所望の場所に設けられた観察処理装置１ａ－１、１ａ－
ｎに備わる観察情報取得部２０を介して観察情報を取得し、夫々の観察情報取得部２０を
介して取得した観察情報に対し、一つのモニタ装置１ｃを介して、タグセットを付与し、
同一の記録部１３に集中して記録することができ、利便性がより一層向上する。
　また、複数の観察処理装置１ａ－１、１ａ－ｎにより取得された観察データを集中して
管理する構成としたので、各々の観察処理装置を小型軽量化し、夫々のユーザごとに専用
の観察処理装置を携帯可能に構成することで、各ユーザは、細胞の観察情報を任意の場所
で取得することができ、利便性がより一層向上する。
　その他の構成及び作用効果は、図１９の変形例と略同じである。
【０１６５】
　図２１は図２のさらに他の変形例にかかる細胞観察情報処理システムの構成を示す説明
図である。
　本変形例の細胞観察情報処理システム１０は、図２の細胞観察情報処理システムに、さ
らに提示部１８を備えて構成されている。
　提示部１８は、候補タグセット自動取得・生成部１１ａにより自動的に取得又は生成さ
れ、候補タグセット出力部１１ｂにより出力された候補タグセットを、例えば、図３に示
したモニタ等の表示画面におけるタグセット表示・入力画面１８ｃに表示する。
　その他の構成及び作用効果は、図２に示した第１実施形態における構成及び作用効果と
略同じである。
　なお、ここでは、図２の細胞観察情報処理システムに適用した例を説明したが、本発明
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の細胞観察情報処理システム１０に提示部１８を備える構成は、他の実施形態の細胞観察
情報処理システムにおいても適用可能である。
【０１６６】
　上記の実施例では、提示部は画面インタフェースであったが、他の変形例として、提示
部は、音声インタフェース、視線インタフェースやジェスチャーインタフェースなどの他
のユーザインタフェースであってもよい。例えば、提示部が音声インタフェースの場合、
その提示部は、特開２０１２－２５２１８１号公報に開示されているような音声解析技術
を用いて、継代作業であるか否かの選択指示や、その選択指示の受付を確認した旨の確認
指示を音声によりユーザから受け付けてもよい。さらに、その提示部は、継代数取得・生
成部により取得又は生成された継代数を音声で出力してもよい。
【０１６７】
　また、例えば、提示部が視線インタフェースの場合、ユーザの視線が動く方向とその方
向に対する文字とを対応付けた対応付け情報を提示部内に記憶しておき、提示部は、ユー
ザの視線の方向を視線検出センサなどの視線検出部で検出し、その検出したユーザの視線
の方向と対応付け情報とをもとに、その方向に対応付けられた文字をユーザからの指示と
して取得するように構成してもよい。
【０１６８】
　さらに、例えば、提示部がジェスチャーインタフェースの場合、ユーザの手、足や体幹
等の体の部位が動く方向とその方向に対する文字とを対応付けた対応付け情報を提示部内
に記憶しておき、提示部は、ユーザの体の部位の動作方向をジェスチャー検出センサなど
のジェスチャー検出部で検出し、その検出したユーザの体の部位の動作方向と対応付け情
報とをもとに、その方向に対応付けられた文字をユーザからの指示として取得するように
構成してもよい。
　なお、本変形例では、他のユーザインタフェースとして、音声インタフェースや視線イ
ンタフェース等を挙げたが、これらに限られるものではなく、例えば、脳波インタフェー
スによってユーザからの指示を取得するように構成することも可能である。
【０１６９】
　以上、本発明の実施形態およびその変形例について説明したが、本発明は、各実施形態
およびその変形例に記載のとおりの構成に限定されるものではなく、実施段階では、発明
の要旨を変更しない範囲内で構成要素を変形して具体化することができる。また、各実施
形態やその変形例に記載した複数の構成要素を適宜組み合わせることによって、種々の発
明を導出することができる。例えば、各実施形態やその変形例に記載した全ての構成要素
から幾つかの構成要素を削除してもよいし、異なる実施形態やその変形例に記載した構成
要素を適宜組み合わせてもよい。このように、発明の要旨を変更しない範囲で、種々の変
形や応用が可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１７０】
　本発明の細胞観察情報処理システム、細胞観察情報処理方法、細胞観察情報処理プログ
ラム、細胞観察情報処理システムに備わる記録部、細胞観察情報処理システムに備わる装
置は、生体研究に用いる細胞の状態管理を、顕微鏡等の観察情報取得装置により取得され
た細胞の観察情報を用いて行うことが求められる分野の他、時系列に変化する生体の状態
管理を行うことが求められる分野に有用である。
【符号の説明】
【０１７１】
１　　　　　細胞観察情報処理装置本体
１ａ、１ａ－１、１ａ－２　　　　観察処理装置
１ｂ　　　　記録処理装置
１ｃ　　　　モニタ装置
１０　　　　細胞観察情報処理システム
１１　　　　タグ取得部
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１１ａ　　　候補タグセット自動取得・生成部
１１ａ’　　候補タグセット一括自動取得・生成部
１１ｂ　　　候補タグセット出力部
１１ｂ’　　候補タグセット一括出力部
１１ｃ　　　変更指示受付部
１１ｃ’　　変更指示一括受付部
１１ｄ　　　入力タグセット受付部
１１ｄ’　　入力タグセット一括受付部
１１ｄ１　　非毎回入力タグ受付部
１１ｄ２　　毎回入力タグ受付部
１１ｅ　　　タグ取得制御部
１１ｅ’　　タグ一括取得制御部
１２　　　　保存部
１３　　　　記録部
１８　　　　提示部（モニタ）
１８ａ　　　細胞画像表示画面
１８ｂ　　　活性度データ表示画面
１８ｃ　　　タグ入力・表示画面
１８ｄ　　　指示ボタン
１８ｄ－１　変更指示ボタン
１８ｄ－２　保存指示ボタン
２０　　　　観察情報取得部
２１　　　　タグセット入力部
３０　　　　タグセット変更指示部

【図１】

【図２】

【図３】
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